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はしがき

中央南幹線内西岩田瓜生堂迪跡調査会

理事長益 倉 辰次郎

東大阪市瓜生堂 1~2丁目から南へ，若江西新町 1~2丁目にかけてひろがる瓜生堂遺

跡は，昭和40年から41年にかけて行なわれた，中央環状線敷設に伴う工業用水道管埋設工

事と第二寝屋川開削工事によって発見され，弥生時代の大遺跡として知られています。

今回，大阪府によって着工されることになった寝屋川南部流域下水道中央南幹線下水管

渠築造事業は，大阪中央環状線中央分離帯の東端を北から南に縦貫し，さらに西方に折れ

て小阪ポンプ場に至るものて，瓜生微追跡の範囲内を通過することになるため，工事の一

9 時中止と全面にわたる発掘調査の必要を要望いたしました。その結果，この調査を大阪府

よリの委託事業として実施することになリ，同じく中央南幹線予定路線上に所在する西岩

I田遺跡の発掘調査と合わせて，中央南幹線内西岩田瓜生堂遺跡調査会を組織しました。
調壺は，まず 2月24日より 3月25日まての30日間を試掘調査に充て，つづいて全区間の

全面発掘調査を 5月4日に開始し， 11月23日にほぼ完了しました。車がはげしく往来する

中央環状線の中て， しかも工事現場という悪条件の下ての調査てあリ，調査員・調壺補助

員・作業員の方がたのご苦労は並大抵てはなかったことと思います。

今回の発棚調査によって出土した遣物は危大な量に上リ，現在整理作業を進めています

が， これまての調査結果を一応まとめ，調査概報を刊行することにいたしました。本調査

の進行・運営に当たっていただいている調査会の関係者，ならびに大阪府教育委員会文化

財保設課，大阪府土木部下水道課，大阪府南部広域下水道建設事務所，同小阪工区，寝屋

川南部広域下水道組合，さらに調査にご協力をいただいた株式会社森本組，不動建設株式

会社，前田建設株式会社の関係各位に深甚の感謝を捧げる次第てす。



例 言 1. この冊子は，中央南幹線内西岩田瓜生堂遺跡調森会が，大阪府南部広

域下水道建設事務所の委託を受けて実施した“中央南幹線下水管渠築造

に伴う瓜生堂遺跡試掘調査および発掘調査”の概報である。

2. この調査は，中央南幹線下水管渠築造予定路線上，東大阪市瓜生堂 1

~2丁目から同若江西新町 1~2丁目にかけて所在する瓜生堂遺跡につ

いて，工事予定区域の延長450mについて層位別に実施した。

ー
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3. 現場における調査としては， まず昭和46年2月24日より 3月25日ま

で，発掘の予定路線全体の試掘調歪および中央環状線北行車線押込東西

両マンホール部の発掘調査にはじまり，これにつづく大阪府直営の東西

延長250m分ついては 5月4日より 7月24日までの延82日間，さらに寝

屋川南部広域下水道組合施工の延長200mについては 8月23日より11月

23日までの延93日間を費した。なお出土遺物の整理作業は現在継続中で

ある。

4. 本調査概報の執箪及び図版の作成は，田代克己・荻田昭次・中西靖人

•今村道雄・北野保•松下彰•藤沢真依・奥井哲秀•岡本信夫•国

乗和雄・曽我恭子・白井美紀子・大西真由美•藤原和子が分担した。ま

た全体の監修は，調査部長田代克己，事務部長藤井直正の両名が当たっ

た。

5. 本調査中， 3 0 S24で検出した第2号方形周溝墓に伴う人骨の化学処

置については，奈良国立文化財研究所技官沢田正昭氏，人骨の鑑定につ

いては大阪市立大学医学部助教授寺門 隆氏の手をわずらわした。
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I 

I 調査の経過

1. 楠根川の改修と

土器の出土

2. これまての調査

A 地点の発見

B 地点の発見

第2図 第二寝屋川開削工事と調査現場

昭和 9年 3月，楠根川の改修工事が行なわれた。この工事によっ

て，現在の東大阪市若江北町から若江西新町にかけての水田地帯で

多羅の弥生式土器，古墳時代の土師器・須恵器が出土した。若江北

町信行寺の住転であった故巨摩峰春師は，たびたびこの改修工事の

現場に立ち寄られ，遺物の採集につとめられていた。この時に収集

されていた遺物は，ながく信行寺に所蔵されていたが，昭和41年，

先代住転故巨摩峰秋師のご好意によって市に寄贈され，現在東大阪

市教育委員会が所蔵しているl)o

また，東大阪市池島町浄慶寺住転であった故吉水順教師1)。 も，

池島から大阪への通勤の途次ここを探訪し，遺物の発見に注意され

ていた。 2)この楠根川改修工事に伴って出土した逍物のそれぞれの

出土地点やその状況は，当時の調査記録がないのでくわしいことは

不明である。

昭和40年2月初旬，荻田昭次は中学生数十名を引率して若江周辺

の見学に出かけた。この時，若江西新町1丁目の大阪中央環状線敷

設予定地を訪れたが，工業用水道管埋設工事のために掘り上げられ

た土に多数の弥生式土器片の包含している現場に遭遇し，土器片の

採集につとめた。その後，大阪府立花園高等学校地歴部および近畿

大学付属高等学校地歴同好会を主とする河内歴史研究グループの諸

君による遺物の収集も進められた。

この工業用水道管の敷設工事は，幅 5m,深さ 3mを掘削するも

ので，包含層の範囲は南北約 300mに及んでいることを確認した。

これがA地点である。 3)この範囲の中心部と考えられる第3図5の
きつさき

地点の盛土上から青銅製利器の鋒先を発見した。 4)

昭和41年9月，大阪府によって第二寝屋川開削工事が行なわれ

- 2. — 

た。この工事は，幅30mほどの楠根川の東側の

堤防に矢板列を南北に打ち込み，先にその束側

を幅30m掘削して水流をかえたあと，矢板の西

側に当たる，もとの楠根川の河床を掘削して幅

60mの新河川を築造するものである。工事現場

を訪れた荻田昭次は，先に掘削した東壁断面に

箱式組合木棺の木口部が露出しているのを発見

した（第3図ー6)。棺は西側の露出した木口部

を20~30゚ 南に向ける方位にあった。底板の下



第3図 これまでの遺物出土個所と調査地点
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C 地点の発見

面は水田面下2.65mであり，幅65cmの底板の両側に 2板の側板が

おかれ，底板の上面30cmに大・小2枚の蓋板が縦渡しの状態にお

かれていた。また，この木棺のすぐ北側に口縁部を西向きにした壺

棺 1基（第3図ー8)' さらに北方30mに，1.5mの距離をもって平

行に小型木棺 2基（第3図ー7)が出土した。小型木棺の方位は南北

の方向である。また，新河川の中央に打ち込ん、だ矢板の東側にパワ

ーショベルで掘りのこした幅 1~3mの土壁の断面にも，甕棺 1基

（第3図一10)，壺棺 1基（第3図ー9)が出土した。甍棺の甍の底部は

水田面下2.5mであり，甕の直立の位置から西北方に 10~20° 傾い

た状態で出土した。 この甕は器高35.5cm,腹径30cmであり，甕

の上部に口径38cm,器高 19cmの大型鉢がかぶせられていた。 出

土したときは，鉢が側面からの土圧によって押しつぶされ，聾の胴

部の周囲に鉢の口緑部が密着していた。

この地点におけるこれらの墓域の発見については，直ちに奈良国

立文化財研究所文部技官佐原 真氏に通知するとともに，枚岡市史

編簗室主任藤井直正氏に緊急発掘調査をすることができるよう，府

ならびに工事事務所に折衝を依頼した。一方，業者にも協力方を依

頼したが，工事の予定が遅れることと河川の壁が崩れることを理由

によい返事が得られなかった。また，藤井氏の各方面への折衝の努

力にもかかわらず，業者は河川のプロック壁の工事の強行によって

調査不能となった。現在，木口部が露出していた木棺は，工事によ

り半分は破壊し，半分はブロック壁の下になっている。

同年12月31日， C地点第二次発掘調査の時，本B地点の矢板の西

側の土壁断面に人骨を埋葬した木棺が露出しているのを，当時近畿

大学学生であった島田義明君（現在，翌中市教育委員会職員）が発見

した（第3図ー11)。同木棺は頭位を北30° 西にし，底板の上面は水

田面下約4mで出土した。底板の長さは 1.60m,幅は 53cmであ

り，底板の北東角は，矢板により裁断されていた。これがB地点で

ある。

昭和41年10月1日，当時中学生であった三輪栄一郎君は， B地点

の西北方300mの地点で，弥生前期の土器を包含するセタシジミの

貝層を発見した（第3図ー1)。この貝層より弓筈状鹿角製品 1個が

出土した。同年10月16• 23 • 24の3日間にわたり，立命誼大学学生

松田正昭•原田修・近畿大学学生島田義明各君の協力により， B地

点から C地点までの東壁断面の層位の実測をおこなった。この実測

- 4 -



置位跡遣堂生瓜5
[
 

三
二
」
―
-
』ー庭

．
gさ
A
訴

訪
仄
与
T
士
極
計

コ
ゴ
T
墨

lコ
コ
T
~
1丁
J
菜
4
L」
＊
塁
~
言
い
さ
日
記
。



の結果， B地点からの中期の包含層とC地点からの前期の包含脳は

C地点の南方で70~80mほど重なり，中期の包含層の下面1.5mに

前期の包含層があることを発見した。

同年11月 5~7日，藤井直正氏によって大阪府教育委員会を通じ

て府河川課に折衝され， C地点の矢板の東側の調益ーC地点第一次

発掘調歪をおこなったが，掘削により包含尼の大部分は消滅してお

り，床面に残る前期の追構24m2についてのみ調査を行なった。こ

の調査の結果，貝暦・灰層をともなった住居跡の造構を検出した

（第3図ー3)。

つづいて同年12月10日， C地点を訪れた藤井・荻田は，矢板の西

側の掘削した河床に黒色粘土層があらわれ，多蓋の弥生式土器が散

布しているのを発見した。再び藤井氏は大阪府教育委員会にこれを

連絡されるとともに，河川課への折衝を行ない，同課および工事を

担当している前田建設KKの掠力によって，氏を調査主任としてC

地点675m砒ついての第二次発掘調査を実施した（第3図ー4)。同

調森には府教委社会教育課より田代克己•井藤 徹・堀江門也・谷

本武各技師，奈良国立文化財研究所佐原 真氏ら数名の来援を得

て，荻田昭次・桑原正明•島田義明•松田正昭諸氏のほか，近大附

屈高校，商大附属高校生徒諸君の協力を得て，翌年 1月16日まで発

掘調歪を実施した。

このC地点第二次発掘調査により，多量の弥生時代前期の土器・

石器・鹿角製品・木製農具などの造物が出土し，無数の柱穴・木杭

と溝などの造構を検出した。 5)

地点I 所在地 I 遣 構 I発見年月

A 東若大江阪西市祈町 1丁目 1 弥集生洛叩期の跡遺物？ I 昭和40年2月

B I翫査贋嘉町2丁目 I 弥生中期の募地 昭和41年9月

C I雷雷瓢町 1丁目 I誓噂期摩噂 昭和41年10月

瓜生堂遺跡の各地点と逍構

1) 信行寺に所蔵されていた遮物は，弥生式土器・土師器・須恵器のほか，

若江南町に所在する若江寺跡出土の屋瓦資料がある。土器類については

明確な出土地点はわからないが，楠根川改修工事によるものと考えられ

る。なおこの衰料については，荻田が「布施周辺の考古遺物」（「河内文

化』第8号，昭和37年11月）に紹介した。
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3. 中央南幹線に伴う

発掘調査

2) 藤井が吉水氏の生存中に度々この状況をお聞きしたことがある。

3) この時の調査記録と出土遺物は，河内市教育委員会刊「瓜生堂遺跡」

（昭和41年3月）にまとめ，また日本考古学協会第32回総会において荻

田•藤井が「大阪府河内市瓜生棠遺跡」として報告した。

4) 荻田昭次「大阪府河内市瓜生堂遺跡に出土した銅利器片」（『古代学研

究」第42• 43合併号，昭和41年3月）

5) B地点およびC地点の調査成果については，略報であるが大阪府教育委

員会より「東大阪市瓜生堂遺跡の調査」（昭和42年3月）として刊行さ

れている。

昭和45年12月，東大阪一帯における浸水の解消と汚水処理を目的

とする寝屋川南部流域下水道計画事業中央南幹線下水管渠築造工事

が開始された。この下水管渠は，大阪中央現状線の中央にのこされ

ている幅 60mの分離帯を利用し，その東端に幅 5m,深さ 6mの

溝渠を掘削し，その中に下水菅渠を築造するもので，東大阪市域の

下水を集める小阪ポンプ場（東大阪市若江西新町1丁目所在）から，現
かわまた

在工事の進められている川俣下水処理場（東大阪市川俣）に至る延長

2,500mの大下水幹線である（第4図参照）。

さて，この工事が周知の瓜生堂遺跡の範囲内で開始されたことを

知ったのは，鋼矢板の打ち込み作業がすでにはじまってからであっ

たが，東大阪市教育委員会は大阪府教育委員会文化財保誠諜にこの

旨を連絡した。文化財保設課では，直ちにこの工事の主体者である

大阪府土木部下水道課に通報され，工事は一時中止されることにな

った。翌昭和46年 1月，大阪府教育委員会文化財保謡晶に，東大阪

市教育委員会および府下水道課の関係者が集まり，この薔後策につ

いての協議を行なった。

この中央南幹線下水管渠築造予定路線上には，瓜生堂追跡のほか，

西岩田・新家両遺跡をふくめて三カ所の遺跡の存在が知られている

ほか，未知の遺跡の存在している可能性も考えられる。

協議の結果，

(1) これまでの経過から見て，遺跡の範囲がほぼ明らかであり，

遺構等の存在も予想される瓜生堂遺跡については，鋼矢板の打

ち込み作業にとどめて工事を一時中止し，全面発掘調査を行

なう。

(2) 西岩田・新家両遺跡の存在する近鉄線以北1500mについて

は，両追跡の範囲が不明確であり，未確認の逍跡の検出を合わ

せて，工事に先立って試掘調査を行なう。
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上記の 2点を基本線とすることに決定した。 (1)についてはかなり

の大規模な調査が予想され，期日・調査体制をどうするかという問

題があり，府・市両教育委員会が検討することとして保留し，（2）の

試掘調査については，東大阪市教育委員会を主体として「中央南幹

線内遺跡調査会」を組織し，大阪府の委託事業として行なうことと

した。この試掘調査は，昭和46年2月4日より 3月15日までの延40

日間を要し，調査結果は『中央南幹線下水管渠築造に伴う遺跡の調

歪Jとして刊行した。

この試掘謁査の結果，西岩田遺跡は予定路線上延長 180mにひろ

がっていることが確認され，この区間については全面発掘調森の必

要を要望した。 2月10日，再び関係者が協紙し，西岩田逍跡および瓜

生堂追跡の調査方法については，さらに府・市両教育委員会が再三

の話し合いを行なった。その結果， 「中央南幹線内西岩田瓜生幽逍

跡調査会」を組織することとし，体制を賂える一方，工事の施行者で

ある大阪府南部広域下水道建設事務所及び同小阪工区の関係者と，

期日・方法・経費等細部にわたって折衝・協議を重ね，調査のスム

ーズな進行をはかった。西岩田遺跡の発掘調査は，昭和46年2月20

日より 3月31日までを第一次， 4月26日より 6月26日までを第二次

として調益を実施したが，この第一次調歪期間中 2月24日より 3月

25日までの30日間に瓜生棠造跡の試掘調査を合わせて実施すること

とした。調森会の組織は別に示した通りであるが，この試掘調蓋に

は，近鉄高架下および中央探状線北行車線の押込マンホール部分の

調森をふくめ，調査員として荻田昭次・北野 保の両名が担当した。

ところで，この中央南幹線下水嘗渠築造予定路線は，近鉄線高架

をはさんでlOOmが第2エ区，その南150mが第 1工区であり，第 2

工区との境より西折して中央環状線を越えたところまでをふくんで

いる。この間の工事については，大阪府の直営事業として実施され

ることになっており，第 1工区が不動建設株式会社，第 2エ区は株

式会社森本組の施工である。この間延長250mの発掘調査は 5月4

日に開始し， 7月24日に終了した。

中央南幹線はさらにこれより小阪ポンプ場に至るzoomの区間が
あり，この工事については大阪府が寝屋川南部広域下水道組合に委

託して実施されることになっており，第 1エ区につづく 12amが不

動建設株式会社，のこり 80mが前田建設株式会社の施工に決定し

た。調査会ではこれらの関係者と協議し，期日・方法等の話し合い
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を行なった上， 8月23日より11月23日まで延93日間にわたってこの

区間の発掘調査を実施した。ただし不動建設施工部の 120mは，中

央南幹線と同じく幅員 5m,深さ 6mの掘削工事であるが，前田建

設施工部の80mについては，ボンフ゜場増設までの仮管渠であるため

幅員 2m,深さ 3.5mである。

以上が瓜生堂遺跡発掘調査の経過である。

現場における作業は，調査部長田代克己の指示に従い，調査員荻

田昭次・中西靖人・今村道雄・北野 保がそれぞれ担当し，謁査補

助員松下 彰・奥井哲秀•藤沢真依•岡本信夫・国乗和雄・斉藤義

則·杉山治夫・内田和博・柴原安正•浜田和仁・山本和清•佐藤正

則がこれを補けた。

なお，出土遺物は危大な羅に上り，現場における発掘調査と並行

して，内業補助員赤城利子・寺田千津子・津田美智子のほか大阪樟

蔭女子大学学生諸君の援助を得て整理作業を進めて来たが， 10月以

降，土器については曽我恭子，石器については白井美紀子，木器に

ついては大西真由美の各内業員がそれぞれ整理作業を進めている段

階である。

調査開始以来今日まで，大阪府土木部下水道課，大阪府南部広域

下水道建設事務所，同小阪工区および寝屋川南部広域下水道組合の

関係各位には，調査の重要性をよく認識され，調査の進行をスムー

ズにするための配慮を得ているほか，機械による掘削，資材および

作業員の提供等をおねがいした森本糾，不動建設，前田建設等関係

各位のご協力に対し記して感謝の意を表する次第である。

＜荻田昭次•藤井直正＞
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中央南幹線内西岩田瓜生堂遺跡調査会組織表

・理事会

l氏 名 I 役 職

理事長 益倉辰次郎 東大阪市教育委員会教育長

理 事 中島米次郎 大阪府教育委員会文化財保護課長

同 松尾恵善 東大阪市教育委員会社会教育部参事

同 藤繹一夫 帝塚山大学講師，大阪府文化財専門委員

監 事 中田昌義 東大阪市文化財保護委員会会長

同 黒田栄次 大阪府教育委員会総務課長

・職 員

l氏一
名 I 役 職

調査部長 田代克己 大阪府教育委員会文化財保護課主査

調査員 堀江門也 同 技師

同 荻 田昭次 東大阪市文化財専門委員

同 中西靖人

同 今村道雄

同 北野 保

調査補助員 松下 彰

同 藤 澤 真依

同 杉山治夫

同 斉藤義則

同 岡本信夫

同 国乗和雄

同 奥井哲秀

内業員 曽我恭子

同 白井美紀子

同 大西真由美

同 藤原和子

内業補助員 寺田千津子

同 赤城利子

同 津田美智子
I 

事 務部長 藤井直正l東大阪市教育委員会社会教育部主幹
事務職員 阪上昌代

同 中井節子
I 

（昭和46年10月1日現在）
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第5図 河内平野の地形と遺跡の分布（明治18年地形図八尾市亀井遺跡発掘調査概要1971.3大阪府教育委員会）による



1
,
 II 遺跡の位置 瓜生堂遺跡は，大阪府東大阪市瓜生常 l~3丁目から同若江西新

なんば

lllJ 1~2丁目に所在し，大阪雛波から奈良に通じる近畿日本鉄道奈
ゃぇ

良線の八戸の里駅と若江岩田駅のほぽ中間，近鉄高架の南方一帯に

ひろがる遺跡である。遺跡の範囲は，それまでの調査によって，大

阪中央環状線と第二寝屋川との間の全面にわたり，北は近鉄線高架

から南は中央環状線が第二寝屋川に交わる地点比及び，さらにその

周辺をふくめて東西・南北とも 600mあるいはそれ以上に延びる大

遺跡と考えられる（第4図参照）。

ここ数年前まで水田のつづいていた付近一帯の景観は，中央環状

線をはじめ，相次ぐ工事によってすっかり変貌した。元来瓜生棠遺

跡の所在するこの地域一帯は，河内平野の中央に当たり，標高 5~

6mの低地である。そしてその中を第二寝屋川となった1日楠根川が

南東より北西に向かって流れ，また東方約1.5mには旧大和川の本

流の一つであった玉串川が流れている。古代における河内平野は，

現在の恩智・玉串・楠根・長瀬などの各河川，すなわち旧大和川に

よって張成されたデルタ地帯であった。過去の調森ならびに今回の

調査によって，本追跡における位層状態は地点によって若干のちが

いはみとめられるが，地表面下約2.5~4.0mに弥生中期，さらにそ

の下に弥生前期の遥物包含屈乃至造構の存在を確認している。とく

にC地点においては，弥生前期の逍構が地表面下約 4m (OP98cm) 

の低いところにあることがわかっており，また前期と中期の層位に

は1.0~1.5mの差のあることが明らかになっている。また弥生後

期や古填時代の遺物包含層との間にも，砂屈と粘土恩のいちじるし

い堆積が見られ，旧大和川の氾濫のはげしさと河内平野の形成過程

を如実に物語っている。従って本追跡に弥生人が生活していたころ

の生活環境は現在とはまったくちがった状態であったことを銘記し

なければならない。これまでの調裔と今国の調壺の成果によって旧

大和川の氾濫原に形成された微高地上に営まれた集落であったこと

が明らかになって来ている。

河内平野の低湿地に立地する遺跡として，瓜生羞遺跡は，その規

模・、内容によってにわかに注目を浴びることになったが，標高 4~

5m前後の低湿地に弥生時代の造跡のあることは，本迅跡の西方約

1.5mに所在する小若江追跡（東大阪市小若江）をはじめ，昭和38年
もろふく

に発見・調査1)された高井田遺跡2)（東大阪市高井田西6丁目），諸福追

跡3）（大東市西諸福）などによって知られている。 高井田遺跡では，
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標高 50cm前後の地点から弥生前期の土器が出土し，また本遺跡の

南方2kmには後期の土器を出土する友井東遺跡4)（東大阪市友井），
きずり

さらに衣摺遺跡5) （東大阪市衣摺），上小阪遺跡（東大阪市上小阪）で

は弥生中期の土器が出土している。

古墳時代に入ると，追跡の数はさらに増加し，「小若江式」の名

が与えられた古式の土師器を出土する小若江遺跡のほかに，須恵器

と木片を出土した弥刀逍跡6)（東大阪市友井）など旧大和川の流れの

一つ長瀬川に沿って点々とその分布をたどることができる。

瓜生堂追跡の北方500mには，昭和46年 2月から 6月にかけて木

調査会において発掘調査を行なった西岩田遺跡（東大阪市西岩田2丁

目）が存在している。 5世紀の建築遺構， 4世紀に比定される庄内

式・酒津式土器の出土など，弥生時代末から古墳時代にかけての集
おきベ

落と考えられる。この追跡は西方の意岐部造跡と辿なり，さらにそ
みくりや

の西方には，古培時代から歴史時代に及ぶ御厨遺跡がある。

これらの諸追跡は，旧大和川の堆禎によって形成された微高地や

自然堤防の上に立地していることがわかり，その分布をたどること

によって，河内平野の形成と変遷の過程や当時の生活環境を解明す

ることができることはいうまでもない（第5図参照）。

瓜生堂追跡はこうした現境の中に存在する遺跡である。

1) 東大阪市小若江，近畿大学構内に存在する追跡であるが，現在ではほと

んど湮滅している。出士遺物については，坪井清足氏「岡山県笠岡市高

島遺蹟の研究」に実測図と考察が収録され，また原田 修・奥井哲秀・

村上敏明三君により「小若江遺跡の出士迫物」（『河内考古学2,昭和43

年10月）に紹介されている。

2) 布施市教育委員会「布施市高井田遺跡』（昭和38年5月）。なお高井田遺

跡については，大阪築港枚岡線高速道路の建設に伴ない，昭和42年12月

に橋脚部3カ所について発掘調査を行なった。

3) 大東市西諸福に所在するナショナル霞気工場建設の際発見された遺跡で

あるが，資料は未発表である。

4) 荻田昭次氏「友井東遺跡」（『河内考古学1」．昭和43年4月）

5) 荻田昭次氏「衣摺の弥生式土器」（「史談会報」第2号』昭和34年11月）

6) 荻田昭次氏「友井出土の須恵器と木片」（「河内文化」第11号，昭和39年

5月）

＜藤井直正＞
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第6図瓜生堂遺跡地区割図
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皿調査の概要

1. 調査地区の設定
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従来の調森によって， 瓜生棠追跡の範囲は，近鉄奈良線以南500

m以上と推定され，西は第二衷屋川を越えることが明らかとなって

いる。中央環状線から東側については，どの程度の拡がりをもつも

のであ るか明らかでないに しても，極めて大規模な染落跡である こ

とは間違いないものであり，今後の調五に偏える意味からも，調査

地区を明確に区分しておく必要があると考えだのである。

瓜生堂迫跡は，弥生時代前期～中期に及ぶ造跡として知られて来

たが，単に弥生時代の造構を調壺するだけでなく，弥生時代以後の

迫構，とくに奈良 • 平安時代に屈するものの存在を予想した楊合

は，条里遺構にそった地区割が望ましいこととなる。ただこの場合

その基点をどこに饂くかが問屈となるのであり， さらに今回調査の

対象となった，下水菅渠は，西に枇断する計画であり，工事に際し

ては幅 5mで鋼矢板を打った上で掘削される計画であることなどを

考え合わせ，種々検討を加え，結果的にはこの下水道工事掘削幅及

び方向に合わせて， 5 m四方を最小単位とする地区割を行なうこと

としたのである。 （第6図）。

すなわち， 最大地区を 500m四方と して数字によって表わし，こ

の大地区をアルファベットによって 125m四方の中地区に分割し，

さらにこれを，5m四方の小地区に分け，束西方向は西からA~Y

のアルファベット，南北は北から南へ 1~25までの数字で表わし，

それぞれの地区が， 3 PYlO, 3 L YlOなどで表わせるようにし

た（第7図）。

この様にして地区割を行なった結果，今回調査の対象となった地

域は，3地区のLと0およびP地区がその大部分

で，下水処迎場ポンプ室に近い西端の部分では一部

3N地区の東南隅と，5B地区の東北間が含まれる

こととなった。

従来の調歪結果から，瓜生棠造跡についは，造物

の出土地点や涸森地点別に， A地点B地点などと呼

ばれて来たが，今後はこの地区割が，検出された追

構や迅物を，より正確に相互に関辿づけて把握し，

瓜生堂造跡全体を考えて行く上での基本となるであ

25<~ T・. y 

第7図瓜生堂遺跡地区割細図

ろう。

＜田代克己＞
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2. 第 1工区特殊マンホ

ール部の調査

東側特殊マンホール

東側特殊マソホー）レ部の調壺対象面梢は，南北約8m,東西約
r 
5.3m,面猪64田を計り，その位置は近鉄奈良線高架脚部の南方

250mの大阪中央環状線道路の中央分離帯西方部，北行車線に接す

るところで，今回の区域設定では 3P 024 • 3 P 025 • 3 P R24 • 

3 P R25の区画にまたがっている。その地点は，昭和40年2~6月

工業用水道管敷設工事に伴って多量の弥生時代中期の土器が出土

し，本遺跡発見の発端となったA地点にあたり， 青銅製利器片が出

土した場所の北方60mにあたる。また，第二寝屋川の開削工事に並

行して調査が進められ，弥生時代前期の遺構が検出されたC地点か

ら東方300mの地点に位悶している。調査は今回の工事に伴う発掘

調査の試掘的意味をもちながら，西岩田遺跡の調査と並行して行な

った。

層 位

遺 構

当地点における層位状態は下記および第 8図に示した通りである

が，その厖位の記録は主として東壁部を利用して作成した。盛土に

次いで，茶褐色土層（表土）があり，その下居には暗茶褐色土層が

堆積している。この土層は若干土粒の細かい砂質土で，この土層中

において少量の須恵器・土師器の細片を検出した。これに続いて茶

褐色砂質土層があり，その下層にはごく少蘊の植物遺体を包含する

褐色砂層が認められる。そして比較的土粒の細かい青灰色砂層が存

在するが，この砂層中において土師器小型丸底壺 1個が出土した。

これに続いて青緑色粘質土層があり，その下層にはTP-45cmをほ

ぽ上面とする黒色砂質粘土層が約 30cmの厚みをもって堆積してい

る。しかし，上面から約 10cm下底に至ると，上層よりも土粒の細

かい粘土層となり，少なからずその差異が認められる。

また，この粘土層はわずかではあるが，全体的に南へ向かって低

くなっており，その下層で確認した青灰色砂酒は厚さ約 10cmを有

し，南方へ漸移的に低くなって調壺地点中央部において途切れてお

り，北半部においては黒色砂質粘土層を分断した状態を呈してい

る。この黒色砂質粘土層中には，多量の弥生時代中期の土器が包含

していたが，その多くは土層の下底部より検出した。また青灰色砂

層が部分的に存在し，下雇には青緑色粘土層が堆積していた。この

層の上面が弥生時代中期の生活面であり，一条の溝を確認した。後

にこの層を約 lm深く掘削したが植物遺体を包含しているだけの状

態であった。

当調査地点南半で東北から南西に走る溝を検出した。この溝は粘
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西側特殊マンホール

層 位

着力の強い青緑色粘土層上面に位置し，肩部における椋高は東壁部

の北側ではTP—約 98cm で，溝底までの深さ約26cmを有し，同じ

く南側においての肩部の高さはTP —約 1mで，その深さは約22cm

を計り，南北の幅は 3.2mである。この溝の延長部は工事用鋼矢板

で切断されている。西壁部の北側の肩部の高さはTP―約1.1mで溝

底までの深さは 21cmを計る。また，南側の肩部における高さはT

P―約1.1mであり，溝底までの深さ約20cmを有し，南北幅は 2m

を計る。

溝底中央部においては，両端より約 10cm漸移的に低くなり，西

方部に延びるにしたがって梯形に近い溝になるものと考えられる。

その規模と地形的考察を加えた場合，この溝は東北から南西に対し

て流れていたものと思われる，そして東壁部に近い滞底において多

塁の弥生時代中期（畿内第3• 4様式）の土器が出土し，さらに石鏃

•石庖丁と全長約 22cm をはかる完形のふぐし（掘串） と木製の

広鍬か平鍬の着柄部を検出し，また，直径約 3cm,長さ95cmを計

り，一方の先端部を人為的に削って加工したと思われる棒状の木片

や柄の一部を工事用鋼矢板で切断されていたが残存部約 57cmを有

する木製の鋤も検出した。なお当地点においては一条の泄以外北半

部には何ら遺構を確認しえなかったが，溝内において異常に多盆の

土器•石器・木製品などの追物が出土していることから考えて，当

東側特殊マンホール部の南側に住居跡遺構などがあるものと推察さ

れる。

西側特殊マンホール部より西方35m,大阪中央環状線，北行車線

を越えた歩道部に位筐し，その調査面戟は東側特殊マンホール部と

ほぼ同じである。区域設定では， 3 P I 24 • 3 P I 25 • 3 P J 25の

区画にまたがるl)o

この調森地点においては， TP+2.6mをベースとし，南に延び

るにしたがって激しい起伏をもつ暗茶褐色砂質土屈があり，その上

而に師楽式土器 1個体分の入ったヒ゜ット 1カ所を確認した。このヒ°

ットは直径60cm,深さ40cmを計るU字状の比較的大きなものであ

る。さらに厚さ 20~50cmを有するこの暗茶褐色砂質土層中におい

ても少量の土師器の細片を認めた。

下層においては，東壁部の南北に 2カ所について陀位状態を記録

に留めたが，東特殊マソホール部において確認した育緑色砂質粘土

層と同一堆禎隠と考えられる青緑色砂層を認め，その下層にTP-
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1 

llil火色粘土/El

50cmを上面にする弥生時代中期の土器を包含する黒色枯土層が存

在した。その厚みは 33cmほどであるが，下底に至ると砂を含んだ

黒色砂質粘土陪となる。しかし，約 4m南方部において記録した層

位状態は青緑色砂質下にTP-15cmを上面とした全く遺物を包含

しない黒灰色砂質粘土屡が堆積し，この屈も前記した北側の層位状

態同様，下底においては黒さが増し，上層の熊灰色砂質粘土層より

も粘着力の強い暗黒色粘土層となっている。そしてこの次に黒色粘

土の遺物包含層が堆積しているが，その上面における高さはTP約

-40cmを計り，当調査地点において包含層自体が，南から北に漸

移的に低くなっていることがうかがえる。さらに，包含層の下層に

東側特殊マンホールで部分的に堆積している青灰色砂層が，全体的

に約 15~25cmの厚みをもって堆積しており，下層の弥生時代中期

の生活面である青緑色粘土層と造物包含陪とを分割した状態となっ

ている。調森後，さらに約 50cm深く青緑色粘土層を掘り下げた

II脊荼術色砂妍

筑褐色砂Ii‘9,i

益：ヒ樅乱土

llif荼褐色砂質粘士屈

（土師器包含土｝iり）

灰白色砂／泌(ill)

灰臼色砂陪（細）

黒色砂質土）祉

-— 賠青灰色砂質土陪（弥生中期逍構面）

第8図 3 P G24東壁N-S断面図

-17 -

••lt灰色砂質粘土府

賠討灰色粘土）沿

．．！！．し色術lij遷



遺 構

が，ここでも植物追体を含有するのみであった。

当調査地点においては，南壁部に接して青緑色粘土層上而をベー

スとした土堀 1カ所を検出した。その形態は長円形土堀であり，土

堀の大きさは長径1.45m,短径約1.lm,深さ約 35cmを計る。こ

の土堀内において土城の掘形の肩部における高さとほとんど同じぐ

らいのレベルにおいて長径l.lm,短径0.95mの不整円形を呈する

ザ）レ状の構造物を検出した。それらは残存状態が良好でないため定

かではないが，ツ）レ状の樹皮や樹枝などを格子状あるいは斜格子状

にきめ細く組みあわされていたものと思われる。その厚みはわずか

であり，かなりU字状に弯曲した状態を示し，またザル状の構造物

の上には多蓋の灰が堆積していた。

この土漿内からは少塁の土器と共に 2片の獣骨が出土している

が，ザ）レ状の構造物はこれらの上に据置かれた状態であった。この

遺構は東特殊マンホー）レ部より続く一連の遺構であり，遺物は石器

のはく片と石庖丁の一部，さらに保存状態の良好な全長約28cm,

幅約11cm,厚さ約 2cmの木製田下駄が一点出土した。

このザ）レ状の構造物を伴う土城の相対的年代は多くの出土した土

器の示す年代，すなわち弥生時代中期と考えられる。

＜荻田昭次・北野保＞
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3. 歴史時代および

古墳時代の遺構

歴史時代の追構

瓜生堂遺跡の調査を開始するに当たって，その層位を確かめる意

味をかねて，ヒューム管押込み用に設けられたヒ゜ット部分の調査

（別項，第1工区特殊マンホール部の調査参照）を実施したが，その結

果，弥生時代中期だけでなく，その上層には古墳時代以降の遺物包

含層も存在することが明らかとなった。また瓜生堂遺跡は弥生時代

前期～中期の遺跡として知られて来たが，弥生時代後期の包含層の

存在することも当然予想されるところであり，調査に際していきな

り中期の遺物包含層まで掘下げるのでなく，遺物や遺構を確かめな

がら，順次掘り下げを進めて行くこととしたのである。

こうして調査を実施した結果，以下に述べるように，奈良～平安

時代に属する遺構や遺物を検出し，古墳時代についても，前期～後

期に至る各時期の追構や遺物を検出した。さらにに部分的ではある

が，弥生時代後期の造構や遺物をも検出することができたのであ

る。

また今回の調査によって，幾本かの川がこの地域に流入していた

ことが明らかとなっているが，流入した砂層中に弥生時代中期の土

器片を含む川，弥生時代後期の土器片を含む川，須恵器は含まない

が，小形丸底壺等の土師器を含む川などを検出しており，北から南

に向かって次第に流路が変わっていった形跡を認めることができた

のである。

3PY7~3 PT25の全域にわたって，表土直下には厚さ約20

cmの褐色土がみられた。

この褐色土中には，須恵器・土師器・瓦器等の細片が含まれてい

るが，溝・柱穴等の遺構は検出されなかった。 （図版三ー6)

3 OA24~3 OY24の調査地区内においては， 明確な遺構とし

て， 3 OR24地区で掘立柱建築遺構 1棟を検出している。 また， 3 

OA24~3 OH24地区では，包含層である褐色粘

土層より，数点の土師器・須恵器の細片のみが出

土した。この包含層の下層は黄茶色砂層で， 30 

I 24~3 OY24で追構面となっている茶褐色砂質

第9図建築遺構柱穴群 (3PY) 

土層とはまったく異なった状態であり，遺構は見

られなかった。また， 3 0 I 24~3 OQ24地区で

は， L字形の落ち込みや，方形を呈する単独の掘

り方数力所を検出したが，いずれも建築物を想定

することは不可能であった。
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古墳時代の遺構

第10図井戸遺構

3 OR24地で検出した掘立柱建築遺構は，桁行3間（柱間1.4m) 

で，梁行3間（柱間1.8m)以上の規模を有する南北棟の建物である。

なお，この建物の掘立柱の掘り方内より瓦器の細片が出土している。

その他の遺物としては， 30U24区の包含脳中より，奈良時代の土師

器の杯数点が出土し，また屋瓦片も出土している。（図版三一l~5•6)

3 OA24~3 OY24の調査地域では， 30N24'区の青灰色机砂屈中

より土師器の脚部，磨滅した弥生式土器片等が出土したが，追構は

みられなかった。 3OA24よりY24にいたる層位は， 3 OA24区で

0.5mの堆積を持つ青灰色粗砂層が南西の方向から流入した様相を

呈し，この砂層の東限はH24区で終えている。西限は識査範囲をこ

ぇ，さらに西へのびると考えられる。 3OH24~I 24区では下届の

暗青灰色粘土層がやや高かまるため青灰色粗砂は 30 I 24区より東

へのび， 3 0 S24区まで50m余にわたって，最大部で lm余の堆積

を示している。 3OT24より 3OY24までは青灰色粗砂はみられ

ず，青灰色粘土屈がみられた。西方の青灰色粗砂は， 3 OH24区の

下面でTP 1. lmを示し西へ行くほどゆるやかに下っている。なお

西方の青灰色粗砂中から遺物は出土していない。東・西の青灰色砂

尼は 5世紀後半に河川が南西から北東に分岐して流れていたことを

あらわしている。 3P I 24区では表土以下の各層および瓦器などを

包含する褐色土層を掘り下げたところ，黄茶色砂層の上面で井戸の

掘り方ならびに半戟した木をくり抜いて使用した井戸枠の上部を検

出した。褐色土層からは，須恋器片 •土師器片が相当数出土し，他

に屋瓦片も含まれていた。 （図版二五・三ー7~16)

井戸の掘り方は，井戸の四方を一辺約2.3mの胴張りの方形に約

80cm掘り下げ，その中央より20cm南寄り井戸枠を設臨している。

井戸枠は丸木を縦に分割し， くり抜いた枠の割れ目を巧みに合わせ

うめられたものであるが，南側の井戸枠は巾央よ

りやや上方で帯状に幅 5cm，深さ3.5cmのえぐり

を内面に施し，東西の端部に幅3~4.5cm深さ 1

cmのえぐりを縦に施している。えぐりの両端は腐

朽し中央部が残存しているのみであった。南側井

戸枠の両端腐朽部の背後には 2枚ずつの板材を立

てかけていた。 東端には，長さ61cm，幅27cm，厚

さ2.5cmの板材と長さ59cm,幅18cm,厚さ 2cm

の板材を設け，西端には長さ 51cm,幅20cm,厚
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第11図庄内式土器出土状態

さ2cmと長さ 53cm,幅18cm,厚さ 2cmの板材

を設概していた。この井戸枠はいずずれも直径約

60cm,厚さ 7cm,高さ 65~75cmの両用材を北

東に傾いた状態で納置し，束材を背後から立てた

後，埋設したと考えられる。井戸内からは上方の

黒灰色砂質土からは，須恵器の無蓋高杯・杯，土

師器の甕，小型の手捏の土器 3点，また井戸底の

青灰色砂屈上からは，須恵器平瓶・長頚壺・直口

壺，土師の甕，および長さ 33cm,幅5cm余，

厚さ約3cmの板2点が出土した。なおこれらの土器からこの井戸

は6世紀末と考えられる。瓦器その他を包含する褐色土を除去する

と， 3 PY19周辺では，黄褐色砂質土がみられ，この上面から切り

込んだ，直径約60cmの円形のヒ゜ットを検出した。 ビット内から

は，土師器・須恵器の完形品を検出した。 5世紀後半のものと推定

されるが， この時期に厩する遺構としては， このヒ゜ットをあげ得る

のみで，他には何ら遺構を検出することは出来なかった。

3 PY12~3 PY16にかけては，褐色土下に暗褐色土がみられ，

3 PY12~3 PY13では，東南から西北に向う幅約1.5mの溝を検

出し， 3 PY13~3 PY16にかけては，この暗褐色土中に庄内式の

土器片を包含していることが明らかとなった。 3PY15では，甕．

小形器台等が一斜となって検出されたが，遺構としては，上記の溝

をあげ得るのみで，他に柱穴等は検出されなかった。 3PY15の土

器群は，暗褐色土下部，下層の暗青灰色粘土層上面で検出されたも

ので，この暗青灰色粘土層上面には，炭化物を含んだ黒色粘土がう

すくみられ，南へ次第に下降して行く状態がみられた。庄内式の時

期の生活面と推定される。

なお， 3 PY23~3 PY25にかけては，暗青灰色粘土を切り込ん

だ状態で青灰色砂の堆積が認められた。この砂層中には，弥生時代

前期～古墳時代にわたる土器片が含まれているが，須恵器は含まれ

ていない。土器片の多くは，かなり磨滅しているが，土師器の内に

は，完形に近いものもあり，この時期に南東から北西に向かって，

かなり幅の広い川が流入したことが明らかである。ただ，この川幅

については東は 3PY23で川岸を知り得るが，西側が， 3 PA24に

まで続くものであるかどうかは，中央環状線内を調歪していないた

め必ずしも明確でない。 ＜田代克己・今村道雄＞
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4. 弥生時代後期の遺構 3PY7~3PY9にかけては，褐色土下に黄褐色砂質粘土がみ

られ，この層を切り込んで，南東から北西へ向う 2条の溝と，長

軸をこの溝と同一方向に向ける幅約1.5mの土堀を検出した。内か

ら出土する土器から，いずれも弥生時代後期のものと推定された。

3PY7では，黄褐色砂質粘上下の暗灰色砂質粘土中からも，弥

生時代後期の土器を検出しているが，この隠においては何ら追構は

検出されなかった。

なお 3PY9~3PY13にかけては，弥生時代後期の土器片を含

む，厚い灰白色粗砂の推積が認められ，その底は約1.7m下の弥生

時代中期の包含層上面にまで達していることが明らかとなってい

る。その縁辺をたどることから，南東から，北西に向かって流入し

たものであることが推定された。弥生時代後期にも幅約20mにおよ

ぶ川が流入していたことが明らかである。

また今回調査対象となった地域のうち，西端の 5BWlでも弥生

時代後期の高杯を検出しているが，全体的にみて，極めて部分的な

ものであり，遺物も少ない。

3 L Y12~3 L Y25にかけては，第 1層（古墳時代から歴史時代）

の包含層および遺構面は以前に削除されており，調歪の対象となっ

たのは弥生時代中期の迫梢面および包含屈であった。さらに，識査

の辿行につれて，弥生中期の包含眉を削って流れる一本の自然流路

を検出した。

この自然流路は，青灰色の粗砂および細砂の推禎したものであっ

た。幅は約10m,深さは肩部の確認できた部分から約 lm程度の幅

の割には浅いものであった。しかしこれはあくまでも確認可能部分

についての考え方であって，以前にはもっと深かったものが，一時

の氾濫によって肩部の大部分が削られてしまった可能性が強いと考

えられる。流れの方向は，東南から西北に向かってトレンチを斜め

に横祈しており，今回の謁査で検出した他の地区の川の流れときわ

めて近いものであった。

この流れの埋没土中から発見された追物としては，弥生中期の上

器をはじめとして，自然木等梱物性の追物も相当含まれていた。時

期的には弥生中期の包含層を削って下の粘土屈まで達しており，第

4様式以後のものであろうが，土器としては弥生式土器のみしか検

出できなかった。

＜田代克己・中西靖人＞
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，鴫

5. 弥生時代中期の遺構

3 L Y12~3 L Y25 

地区の調査

当地区における弥生中期の造構面は，北の端 (3L Y15~12)で大

きく下って行き，生活面としての追構は認められない。この傾斜は

無遺物の粘土を底として青灰色の砂と粘土の交互に重なった包含唇

が推積している。追物は木製の楷の完形品をはじめとして比較的多

く含まれており，その出土状態から瓜生堂集落のはずれに廃棄され

たものの様であり，この傾斜が瓜生堂造跡の北端部であると考えら

れる。そしてこの傾斜に対して，今回の調森範囲内においても一条

の小溝が南から流れ込んでいた。この小溝は幅約 1m,深さ 20cm

程度のものであり，底は一定ではなく回凸が多い。溝内には畿内

第3様式の土器を中心に，若干の石器・自然木を含んでいた。この

溝は 3L Yl8地区で調査範囲より東へ延びているようで，今回の調

査外となってしまった。溝の東側腐部には杭または柵列を想定させ

る小さなビットがほぼ1.5m間隔に並んでいた。また西側にも溝の

肩から下る傾斜面に一本の杭跡，およびやせた杭の先端部を検出し

た。これによって，これら小溝の両側には柵状のものが設けられて

いたものであろうと考えられる。また上述の小溝が 3L Y18地区で

調査外に出る位置の西側，溝の西側肩部より約1.5m程度の位置に

はシジミ貝を廃棄した方形プランを示す大きな穴を検出した。この

ビットは粘土層（青灰色粘士）を掘り込んでおり，底にはすべて聞い

た状態で貝殻が多誠に埋まっていた。そしてこれら貝脳の上には炭

化した稲束。藁等と第3様式土器片が多量に検出された。したがっ

て貝殻の状態等からこのヒ°ットは住届区域に近い廃棄穴であると考

えたい。

この廃棄穴の南約 50cmには，外側の直径3m程度の円形の講が

ある。調査範囲内にはその半分しか入らなかったので性格等は不明

であるが，溝は南側で終ってしまっており，完全に円形に回るもの

ではない。また内側の台地の寵径は約 2mを測る

のみで住居跡節とは考えられない。また溝の内部

より植物性ネット 2点を検出した。

第12図 シジミ貝を含む廃棄穴

この円形周溝から南へ約lOmには， 2個のヒ°ッ

ト以外には追構らしいものは何も認められなかっ

たが，包合屑からは又鍬の完形品を代表とする数

点の木製品を検出した。さらに南へ， 3 L Y21地

区まで行くと，自然流路の北側の肩部まで続く幅

約1.5m~2m正度の，北東から南西べ流れる溝
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3PY1~3PY6 

地区の調査

3PY7~3 PY22 

地区の調査

を検出した。 この溝には，同地区を西北から東南へ流れる幅約50

cm程度の溝が附随していた。 これら 2本の溝の肩部には，禾本科

植物の茎を平織にした敷物を各々 1点ずつを検出し，また内面に原

始絵圃のある完形の鉢型土器等，多蘊の土器・木製品・獣骨が出土

しており，時期的には第 2様式から第 4様式までが含まれていた。

当該闊査地域は，その間に 1本の道路と 2本の用水路が横断して

いる。このため，それら公共施設の付替工事が涸森に先行して行な

われており，第 1層（古墳時代以降）はおろか，弥生中期の包含層お

よび遺構面までも一部分は破坂されており，また用水路からの漏水

によって常時水に洗われる状態であったため調査は極めて困雌な状

況下で行なった。

3PY1地区は，目然流路の南側屁部にあたり，それ以外の遥構

は何も検出できなかった。 3PY2から 3PY3地区においては，

自然流路と平行に走る幅約 1m,深さ 25cm程度の溝を一条検出す

ると共に，礎板と思われる木を底にもつヒ゜ットを一個検出した。し

かしながらこれらの迫構も他に何らそれと結び付けて考える材料が

ないため，推定すらできない状態であり，今後隣按地区の調歪をま

ちたい。時期としてはやはり弥生中期のものである。これより南へ

約8mは，上が用水路になっており，その付替えの際に完全に追構

面が失われていた。 3PY5から 3PY6にかけては，多数の柱穴

と性格の不明な不整形な溝，および方形フ゜ランの廃棄穴 (3L Y18地

区のとほほ同様な形態）を検出した。ビット1詳で何とか 1月辿性を発見

しようと努力したが，小規校な面秘内では相互の1刃辿性はつかめな

かった。したがってそれらに附随する廃稟穴や溝の性格も明らかで

はないが，ビットの尻椋，深さ等によって何らかの建物か， 生活

跡の存在が考えられる。追物としては，ほほ完形の田下駄の他，農

耕具の柄の破片等の木製品，植物質迫物をはじめ，石鉱・石槍等の

石器，畿肉第 3様式～第 4様式の土器片等多数の遺物が出土した。

＜中西靖人＞

この地区における古墳時代ないし弥生後期の遺構は，そのほとん

どが TP+2m~1.8で検出され，以下は，暗灰色粘土層あるいは

責灰色砂）酋などの無迅物約である。 TP+20~30cmに至って，弥

生中期の逍物を包含する黒色砂質土屈となる。この黒色砂質土中に

は，多くの土器その他の追物が包含されているが，この層上面ある

いは，応＇i中においては，氾構は検出されず，下屈の肖灰色砂の上面
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で，柱穴・溝その他の遺構が検出された。黒色砂質土包含層中に

は，上部から下部に至るまで畿内第 2様式から第 4様式の土器を含

んでおり，層位的にも分けることは出来ずその大部分が再堆積した

ものと考えられる。したがって包含履下の青灰色砂上而で検出され

た辿構は，第 2様式～第 4様式に至る間のものが含まれている可能

性があるが，各造構に確実に伴って出土した造物については，今後

詳細な検討を加える必要があり，現在は結論を出すまでに至ってい

なしヽ。

3PY7から 3PY19にかけて， 多くの構 •土l)飯 ・小ヒ゜ット等を

検出している。

遺構面の高さは， 3PY7でTP -15cm, 3 P Y12までの間ゆ

るやかに下降し， 3 PY12のほぼ中央でTP-60cmとなる。 3P

Y13では急激に上昇して一20cmを計り，南に向かってさらに上昇

する。 3PY17では＋18cmとなる。 3P Y19南端では一30cmと

下降し， 3 PY20~22では一90cmと急激に落ち込み逍構はまった

くみられなくなる。

3PY7~3 PYlZにかけては，小ヒ゜ット・不定形な土Jj飯・溝等

が検出されているが，その性格等については不明なものである。 3

pygで検出された土！l蒻中からは，両面朱彩された木片が出土して

いる。

3 PY13では， 2本の柱根が立ったまま検出されたほか，第3様

式の完形の壺が迫構面に接して検出され，住居跡の存在した可能性

があるが明確でない。

3 PY14~3 PY15にかけては，直径30~50cmのやや大形のヒ°

ットが群在し，内には木片を含むものが多い。木片の多くは皮のつ

いたままの自然木とみられるものであり，明確な加工痕を残すもの

はないが，なかにはその端部に石斧で切られたとみられる痕跡を残

すものがある。

3 PY16と3PY18では，それぞれ輻約 3mで，深さ約30~40

cmの東西に延びる溝を検出している。両溝間約 6mの内には，直

径約 10~30cmの小ヒ゜ットが多く検出された。

3PS~3 PY25地区において，肖灰色狙砂溜を除去し， 1]灰色

細砂I日・青灰色粘土層を掘り下げると黒色粘土屈になる。当地区で

は黒色粘土層より上限践察用の畔を残し，排水用の溝を南北両端に

切って調森を開始した。黒色粘土屈内には造物の存在は確認出来
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3 OY24~3 PH24 

地区の調査

ず，下の黒色砂質土尼中より弥生式土器の出土をみた。弥生式土器

は第3様式～第 4様式の土器片が大半を占めている。造物は出土地

区によって数量が大きくちがい， 3PS~3 PU25区より出土した

遺物が大半をしめ， 3PV~Y25区からの出土遺物はきわめて少な

し‘°

3 P S25~3 PT25地区では，やや南方向に西流する溝肩部幅約

2.20m,溝底部幅1.30m,長さ 6m以上，深さ約20~30cmで北側

の溝底が一段低くなった状態を呈する溝である。この溝の東限は，

調査区域外を北東の方向へ続くものと推定され，西限も 3PI 24区

南端をかすめ調査区域外へ西流しているものと考えられ，その長さ

は50m以上続くとみられる。 この溝内には，土器を多塁に遠棄し

た状慇で，水差形土器や壷形土器・高坪・甕・鉢形土器の各器型の

ものが出土した。なお勁をのぞく大半の土器は廊状文・波状文・直

線文などの各稲櫛描文様，あるいは箆みがきだけの無文の土器であ

るが，一部の土器の口縁部には，数状の凹線文を施文している。木

器には，用途不明の木製品や木片が出土している。石器には石庖丁

•石槍約の破狙品が出土している。 3 P S25~T25区では，不定形

の硲ち込みが 2カ所みられ，他に 3PV25区より 3PT25地区まで

北西に流れる lOm以上の溝状の追構が検出された。 この溝は肩部

幅約1.3m,構底部幅約1.30m,深さ約0.15mをしめし，溝内より

無頚壺（図版三0-26) •水差形土器・甕・鉢・高杯・壺などの土

硲，木器としては，踏みスキが出土した。なお， 3 PU25~V25地

区では，小型壺形土器・台付鉢，木器としては弓が出土している。

（図版二八ー14,三0-25)追構のレベルは， 3P S25~3 PU25まで

大体TP-0. 7m前後を計り， 3PV25区より 3PY25, 3 PY22 

~3 PY25まではTP-0.2mを示すことから，東が高く西の方に

向かって低くなることがわかる。 ＜田代克己・今村道雄＞

今回調西対象となった地点は，先に調査した中央蝶状線西側特殊

マンホー）レの真西にあたり，築造される下水管渠が，マンホール部

から西方の小阪ポンプ場に至る全長のうち約42mの部分である。調

査に際して一辺 5mを基準に地域設定した 3OY24の一部から 3P

I—I24に至る南北約 5m, 東匝 42m の 210m2 の面仏であるが，西側

特殊マンホール部に接した 3PH24は腫々の事情により後に調盗

した。識森は盛土，無遺物土層等，不要土の撤去を機械力によって

掘削し，東壁部において層位状態を記録作成しながら，これと並行
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して発掘調査を進めた。その層位状態は次の通りである。

TP+3.4mを上面にした盛土に続き， 60cmの厚みを有する暗茶

褐色粘土質土間が存在する。それは少し粘芯力をもった比校的上粒

粗のい粘土質上層で，少鼠の土師器の微片を包含していた。以下茶

褐色砂雇・暗茶褐色砂層・茶褐色砂層・灰白色砂層•青灰色砂層・

部分的に認められる黄褐色砂屈と雇位においてば明瞭な境界をなし

ながらもまった＜逍物を包含しない砂図が堆禎していた。

次の青灰色粘土層約20cmの厚みをもち，漸移的に南方に高くな

っていく状態で推禎し，その下層に約 lmの厚みをもつ灰白色砂層

の堆禎を認めた。この灰白色砂層は上層の土粒が比校的粗く，下底

に至るに従って細砂層となっている。そして青灰色砂質粘土屑・暗

青灰色粘土屈・黒色粘土屈が，各層約 10cmほどの厚みをもって全

体的に堆禎しており，黒色砂質土層がこれに続いてTP士Omをほ

ぽ上面として堆詰しているのが認められ，土層中には多量の弥生時

代叶l]り］の土器を包含していた。青緑色砂質土屑は弥生時代r|1期の生

活面であり，後述する溝や土l}魯等，多くの追構が検出された。

さらに調査終了後，青緑色砂質土層より下尼を調査地域に南北 1

m,東西40mの規模をもってトレンチを設定し，深さ約1.2mまで

掘り下げた。その層位は部分的に堆積する層もあるが，柚本的に盲

緑色粘土層・淡黄色砂層・淡青灰色砂利層・淡黄色砂層（細）・淡

黄色砂層（粗） •青緑色粘土層•黒灰色粘土厖となっている。 各層

には何ら追物を含んでおらず，下層部において少星の植物遥体を検

出したにすぎない。

遺構は青緑色砂質土層上面に存在し，調査地区全域にわたって溝

・ヒ゜ット・土堀等，多くの追構を検出した。

まず謁壺地区3P 024~3 PG24の1[-1央部において，東から，西

北方向に至る溝が存在した。溝の両端が工事用鋼矢板によって切断

されているため，北方部においてどの粒度の規模を有し，どのよう

な性格をもつかは不明であるが，西方北壁部において，幅約4.9m

深さ約 5mを計り，中間部では幅1.lm,深さ約15mであり，西方

部より東方部に延びるにしたがって幅が縮少し，北側の肩において

二段の落ち込みになる部分もあるが，その形態は梯形に近い形とな

っている。溝内からは多くの弥生時代中期（畿内第3様式～第4様式）

の土器が検出され，また圧縮されたような形で，長さ約 39cm大の

稲子を含んだヒョウタンと木製の鍬の先端部も認められた。この溝
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の東方部両端に 3P F24と3PG24において柱根の残存する 2カ所

の柱穴を検出した。

3 P F24の柱穴は溝北側肩部より北 lmの距離に存在し，口径約

30cm,深さ約10cmである。また， 3 P G24の柱穴ば溝南側肩部よ

り2m南に位置し，その規模は口径約25cm,深さ約10cmを計るも

のである。

これらの外に調査地域全体に多くの大小各種のヒ゜ットが存在して

いるが，その位置関係は不明確である。また溝の西端部南肩部に接

した 3P 024地点の南部において，幅85cm,深さ15cmを有する溝

を検出した。その南側は工事用鋼矢板によって切断されているが，

溝は長円形な環状溝的性格を有しており，その長径は約 4mで，内部

において浅いヒ゜ット 3カ所を伴っている。 3OY24~3 PA24地点

南半部においても，東西方向に延びるもので，溝的性格をもった溝

状造構を検出した。溝とは断定しがた＜，あえて溝状遺構とした。

それは東側 3P B24中心線部において南の方向に弯曲し，中間部で

は2段の落ち込みとなっている。地形的に全体が西方に高く，東方

に漸移的に低くなっているため，肩部の標高は一定ではないが，西

方部において約 TP+7. 5cmで，検出しえた溝底までの深さ 54

cm,東方部では肩部の高さは約TP+20cmで，溝底までの底さは

約7cmである。南側が工事用鋼矢板で切断されて土器数個体分が

出土している。さらに，この溝状遺構に隣接し，直径約25cmのほ

ぽ同一規模のヒ゜ット 3基を検出した。

設定した区画の 3P B24地点中央部では，検出した南北に延びる

幅約1.5m~0.6m,深さticm~10cmの汲い落ち込みの両端に接し

て土堀が 2カ所存在した。西側の土堀は，長円形で長径約 lm,短

径約65cm,深さ約14cmの小蜆模なものである。これに対して東側

第13図調査風景 (30Y24)

の土堀は，かなり大きなもので，南側を鋼矢板で

切断されているためその仝艮径は不lリ」であるが，

長円形を有した土聡で， 残存部で長径1.9m,短

径1.3m,深さ約10cmを計る。

以上が当調壺区域において検出した主な遺構で

あるが，その相対的時期は包含恩中，あるいは遺

構面上において検出した多くの畿内第3• 4様式

の土器の示す年代，すなわち弥生時代中期に位置

するものと考えられる。これらの遺構は先に調査
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3 OA24~3 OY24 

地区の調査

した東方部より続く同一時期の逍構であり，束西特殊マンホール部

の調査結果や，本調査地域において柱根を伴う柱穴の残存したこ

と，さらに昭和40年に発見された青銅製利器片が南方約60mの地点

に位置することなどを考え合わせた畠合，前記のように今回調歪し

た地域の南東部一帯に住居跡遺構が存在するものと思われる。

＜北野保＞

3 OA24地区から 3OY24地区の調壺は，今回の第 2次調査とし

て行なったところであり，調査を継続中である。したがってその一

部分 (3OA24~30H24地区）は未調査地域として現在まだ残ってい

る。 30I 24地区から東30Y24地区までには，現在までに後述する

ように，方形周溝塞 5基，土堀墓27基が検出され，瓜生堂遺跡の弥

生巾期の一大墓地の感を呈している。これら墓地の中には，数条の

溝が南北方向に走っており，それらの溝に規制されるがごとく方形

周溝墓と土城塞が一線を画した状態で検出された。 （図版二四参照）

それらの詳述は後節にゆずるとして，その位置及び関係は図版ニ

四のごとくであり，土堀墓に関しては， 3基乃至 4基 1単位の小プ

ロック的なまとまりが10グループ確認された。 ＜中西靖人＞
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6. 方形周溝墓と土堀硲 瓜生棠造跡における今回の調査は，大規模な古代村落の中に一筋

のトレンチを設定した様なものである。したがって瓜生棠遺跡の村

落構造・規椋等に閃しては，ほとんど明らかにすることができなか

った。しかしながら社会構造に関しては一つの示唆的な造構を検出

した。それが方形周溝墓と土肌墓であり，またそのあり方である。

従来より古代社会の社会構造を考える際にぽ，当時の埋葬形態がも

っとも明確かつ匝接的な解答を与えてくれている。瓜生堂の埋葬形

態もその例にもれず，当時の共同体構成員間のあり方をある程度ま

で表わしているのではなかろうか。以下埋葬施設を伴った第 2号方

形周溝墓を中心に，それらの問隠に関しても若干の間題提起を試み

たし沿

方形周溝墓は，図版二四のごとく 3OA24から 30 P24の間に，

あたかも市松模様を想起させるがごとき状態で 5基が検出された。

これらのうち第 4号方形周溝盗と第 5号方形周溝墓の 2基に閲して

は，調査当時盛土の存在を確認し得なかったが，残りの第 1号方形

周溝墓，第 2号方形周溝墓，第 3号方形周溝墓においては，追構面

上部に推禎した弥生中期の包含屑が，すでに起伏を示しており，か

つ後述するがごとき甕棺及び供献と考えられる壺の一部を包含層の

上面において確認したことから，盛土の存在を考）属せざるを得ず，

極めて注意深くその存否を追求した結果 3基とも盛土を伴った方形

周溝墓であることが明らかとなった。以下順を追ってその規模，構

造の概略を説明する。

第 1号方形周溝墓は，幅約 lmの溝に囲ま
第1号方形周溝墓

れた 1辺長約 6m四度の比較的小規模なもの

であり，溝の暦部と盛土中央部の比高差は 30cm程度のものであ

る。調査トレンチにはその南約％が含まれたのみであり，主体部そ

の他の埋葬施設の存在は認め得なかったが，盛上除去後に地山を掘

り込んだ土堀墓一某を検出した。しかしながら，この土堀墓は明ら

かに第 1号方形周溝墓の廂土の下に存在し，同時的な追構とは考え

られないものである。残念ながらこの土サ廣墓内部よりは土器は出土

せず，その時間的差については不明である。また，周溝内からは 1

個の既が検出され他にも若千の土器片を認めた。この甕は周溝底部

に密着しており，他遺跡の例からも供献された土器であると考えて

いる。このように第 1号方形周溝墓の中心部は調歪範囲外に存在し，

埋葬施設の単数・複数等不明な点が多々あるが，それらは今後の調
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査の結果にまちたいと考える。

第2号方形周溝墓は，最
第2号方形周溝墓

大幅約 lm程度の極めて貧

弱な溝に囲まれた 1辺長約 9m程度の方形周溝墓

であり，溝の肩部と盛土最上部との比高差は1.2m

程度と推定される。この方形周溝墓は，最初の発

見当初から先述のごとく供献と思われる土器（図

版二七• 5)と，第 1号甕棺が検出され，とくに供

第14図供献土器出土状態（第2号方形周溝墓）
献の土器は相当長時間にわたって風雨にさらされ

た状態で立っていたと思われる。この方形周溝墓も第1号のそれと

同様に調査範囲内にはその％程度しか含まれていなかったが，上述

の甕棺をはじめとして他に 3基の甕棺と， 1基の木棺を検出した。

木棺は幅約40cm,長さ 1m50cm程度の組合わ
木棺

せ式木棺であり，木質部は底板の一部及び北側側

板，蓋板の一部をとどめたにすぎず，木口板はその痕跡すら認め得

なかったが，内部より頭を東へ向けた人骨が検出された。大阪市立

大学医学部の寺門陸助教授の教示によれば，人骨は頭蓋骨・大腿骨

が認められ，おそらく成人男子であろうとのことである。また取上

げの際に頭蓋骨部分より日歯 1本を検出したので今後より正確な判

断を下すことが出来るであろう。成人男子骨とすれば，その埋置さ

れた木棺の規模との間に問題を残すが，この問題に関しても後日人

骨の正確な計測結果によってより一屈の考察を試みたい。その他に

は何ら木棺内部には副装品は発見されなかった。木棺埋置の為の掘

り方は，木棺の底板のスケー）レよりやや広い程度に不成形な長方形

プランを示していた。底板と掘り方底部との面としての差はごく小

さなものであり，底板を入れるのに精一杯の状態である。

第1号甕棺は，口径36cm,高さ61cmの甕
第 1号甕棺

に口径約44cm,高さ27cmの鉢を蓋としてか

ぶせたままおしつぶされた状態で，主軸方向を N-14°-Eにおいて

検出された。甕及び鉢に関しては出土遺物の項で詳述することとし

て，そのマウンド内の位置及び掘り方についてみると，まず位置は

方形台地上面の西北角の地点にあたり，ここから溝へかけて急激な

傾斜地となる点にあたる。掘り方は南側に接して検出された第2号

甕棺のそれを切り込んでおり，時期的に一番新しいものである。甕

の内部からは人骨その他の副葬品は検出できなかった。
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第 2号甕棺
第 2号甕棺は， 第 1号甕棺の南側に第 1号

甕棺と同様に鉢を蓋としてかぶせた状態で検

出された。 この甕は口縁部径 29cm,高さ約 48cmのものであり，

鉢は口縁径 44cm,高さ約 29cmのもので，鉢には櫛描き平行線

文，条及び口縁部には箆描きの斜線を部分的にほどこしている。こ

の甕棺は甕の底部が鋼矢板で切断されており，‘棺自体極めて無惨な

状態で検出された。したがって主軸方向等不明な点が多いが，人骨

・副葬品の存在した形跡は認められなかった。掘り方は先述のごと

く第 1号甕棺によ ってその北側を切られており，不整形な円形をし

ていたと考えられ，掘り形の底は第 1号甕棺のそれよりはるかに深

く，おそらく甕はある程度まで立っていたと考える方が妥当であろ

。
＿つ

第 3号甕棺は，第 1号・第 2号のそれとは
第 3号甕棺

木棺をはさんで対峙する位置から同様の形態

（セット関係）で検出されたが，第 2号嬰棺とは逆に鉢の大祁分が

鋼矢板の儀牲となっており，甕も口縁部の大部分を欠いていた。し

かし甕の底はかろうじて破壊をまぬがれ，盛土の中へ立った状態で

あった。したがって第 3号甕棺も第 2号甕棺と同様にある程度立っ

て置かれていたと考えている。また人骨・副葬品は前二者と同様そ

の形跡すら認められなかった。さらに時期的な問題になるときわめ

て判断がしにくいが，木棺の東側掘方を切った状態から，少なくと

も木棺よりは後のものであろう。しかし，前二者との時間的な差を

云々する材料は何もない。

第 4号甕棺は，第 1号閃棺の北東に掘り形
第 4号甕棺

の一部を接する位置にあり，主軸方向を N-

84°-Wとほぽ木棺と同一方向をもって検出された。この甕柁は他の

3;/店が鉢を蓋として使用しているのに対して，筑を伴わずに甕のみ

のものであった。疫は第 1号甕棺と同様におしつぶされた状態であ

り，内部からは人骨その他副葬品のたぐいは何も検出できなかっ

た。時期的には，木棺と同時期と思われる。何故なら，他の 3盛の

甕棺が黒色土屈の包含層を除去ないしは除去する途巾で検出したの

に対して，第4号棺は木棺と同様に盛土の上部第 1層の下から出土

しており，最終的なマウンドの表面ではその掘り方すら認められな

かった事実からである。しかしながら木棺との時間的な差は明確で

はない。
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第15図供献土器出土状態
（第5号方形周溝墓）

供献されたと 第2号方形周溝墓には，供献されたと思わ

思われる土器 れる土器が鍮裂を生じてはいるが，ほぼ完形

でマウンド東北端部及び西北溝中より検出された。この 2個の器種

はいずれも壺であり，双方とも確実にその位置に最初から置かれて

いたとしか考えようがない。このことは供献のし方，土器の配置等

に関してこの方形周溝墓においては，溝中・マウンド上のどちらに

も置くものであることを示しており，一定のルールの存在は考えら

れない。また，マウンド東北端部にあった土器（図版二七ー5)は，

腹部に焼成後外側から打ち砕いた不整形の孔があり，従来腹部に孔

の穿たれている土器はすべて棺としての機能を考應してきたが，供

献される土怨であってもよいとの一つの可能性を示唆していると思

われる。最後に盛土の断面は図版二四のごとくであり，ベースとな

る地山は青灰色の粗砂であった。そしてこの上に極めて不規則に砂

及び粘質土を盛り上げてマウンドを築いたものであり，埋葬施設は

明らかにこのマウンド築造後に計画性をもって掘られていると考え

る。

第3号方形周溝墓
第3号方形周溝薔は，第 2号方形周溝墓の

さらに西に存在する。この方形周溝墓は幅約

70cm程度の溝で囲まれた一辺長約8m程度のもであると推定され

るが，調査範囲内にはそのわずか¼が含まれたにすぎず，埋葬施設等

は検出できなかった。ただ供献されたと思われる土器が 1個体マウ

ンド南東端部に口縁部を欠いた状態で検出された。この土器も

器種は壺であるが，第2号方形周溝墓のマウンド上にあったそ

れとは異なり，腹部その他に穿孔された形跡は認められない。

しかし盛土の状態に関しては極めて第2号のそれと類似してお

り，当Il{fの盛土のし方があまり規則的なものでなかったことを

示唆していると考えたい。

第 4号方形周溝墓は，今回の調査に関
第4号方形周溝墓

しても第 1 次•第 2 次と分けて行なわざ

るを得ず，さらに鋼矢板の壁によって東西½ずつ隔てられ，か

つその蛉しか発掘出来なかったので，この時点での盛土の存在

は認められなかった。しかし幅約 lm程度の周溝内には甕・高

杯・壺等比較的まとまった状態で検出されており，これらの点

を考え合せると，やはり方形周溝墓と考えるのが妥当のようで

ある。しかし主体部をはじめとして埋葬施設の存在は認められ
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A 土壊墓群

B 土墳墓群

ず，今後の調査の結果にまちたいと考える。

第5号方形周溝墓は，第 4号方形周溝墓の
第5号方形周溝墓

西に溝の東北角を接するがごとくに存在する

一辺長約8m前後の方形周溝墓である。この方形周溝墓は幅約 1m 

程度の比較的深い溝をもっており，その内部には高杯（図版二九一

12)，壺（図版二七ー4)，鉢（因版三0-29),等．がほぼ完全に近い形

で検出された。そして溝の内側がやや南へ高くなっていたが，この

溝より 1m程度のみしか調査は出来ず，方形周溝の北の溝を掘った

様な状態である。したがって本当の意味での方形周溝墓としては確

認はできず，今後この南側を調査する機会への注意事項として，こ

こに示しておきたい。

当土堀墓は， 2 • 3号土堀墓とともに一辟
1号土墳墓

をなし 3基の中では最も新しく， 3号土堀墓

がもっとも古い。 2号はその中間である。 1号土堀墓は頭を北西の

方向に向けて埋葬されたと推定される。土堀墓の長軸は北西の方向

を指し，長さ1.10m~1.40m,幅50~70cm,深さ北西で30cm•南

西で 10cmの胴張りの長方形をなし，底は，北西側の墓殷肩部から

やや急に落ち，そこから南西に向って，ゆるやかな傾斜をなしてい

る。土器片2点の出土をみたが，土堀墓と直接に関連するものか不

明である。

当土筑墓は南半部を鋼矢板にて切断されて
2号土塘墓

いたため，その全容を知りえないが，知りえ

た北半部のみを記すと，当土堀墓は頭を北方向に向けて埋葬された

と推定される。墓堀は長さ 80cm以上，幅50cm,深さ 20cmで，底

はゆるやかな傾斜をなし，南の方が低い。なお墓堀内への流入土中

に半分焼け残った竪杵片が出土した。

最初に営まれたこの墓堀は，北北東に頭を
3号土壊墓

向けて埋葬されたものと推定される。土堀函

の南半分は鋼矢板に切断されていて不明である。長さ1.30m以上，

幅約50cm,深さ20cmである。底部は北から南の方へゆるやかに下

っている。なお上記3基の土頻墓は 1つの大きな落ち込みの中に設

けられたものである。

4号土壊墓
当土堀墓は 5号・ 6号土凋墓とともに 3基

で一群をなし， 4号土堀墓が本群内のもっと

も新しい土渡墓であるが， 5号・ 6号土堀墓の新旧関係は確認でき
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c土壌墓群

なかった。 4号土漿硲は南西から北東の向きに営まれており，長さ約

1. 9m,幅1.4m~0.9m,深さ15~25cmの計測値をしめし，南西側は

幅が広く，墓壊の底は少しくぼんだ形状をなしている。 1号土応業の

北西 4mの地点に本群はあり，本群の 3基は東から西へ8m余の墓

域をしめ，本土堀墓は北東向きに， 5号土灯墓は東向きに， 6号土堀

墓は 5号土堀墓の西 1.8mの地で南向きにそれ・ぞれ造られている。

当土堀墓は頭を東向きにして埋葬されたと
5号土壊墓

推定され，東西の長さ約1.7m,幅50cm~90

cm,深さ 15~30cmを計り，東の底が高く西の底の方がより低い

が，底はゆるやかな傾斜をなしている。

当土堀墓は本群の西端に位置し頭を南方向
6号土壌墓

にして埋葬されたと推定される。墓殷は長さ

2.lm,幅l.lm,深さ 15cmを計り，南i}襄底より北城底へゆるやか

に5cmの差の傾斜が認められる。

当土J巖墓群は， 7 号・ 8 号• 9号・ 10号土堀墓とともに 4基で一

群をなし， 7号土堀墓は南流する溝に直交する形で造られている。

その為 7号土堀墓内には溝内に堆積したのと同様の灰層がレンズ状

に博＜堆積している。墓地内のこの溝は上端福2.05~1.50m,下端

幅1.40~0.8m，最深部0.5mを計るかなり大きな溝であった，この

溝内からは櫛描文を有する各種の壺形土器・褻形土器・水差形土器

•高杯形土器・鉢形土器等の破片と，木製品 1 点がともに出土した

が，壺形土器の口縁部に凹線文を施しているものも数点出土したこ

とから第 3～第 4様式の時期と考えられる。また本群の遺構の前後

関係を見ると，最初に造られた土堀墓は西の10号土堀墓と考えら

れ，それから南々東へ 1mの位置に 9号土欺墓が造られた後8号土

堀墓が 9号土堀器の北辺を切って造られている。その後さらに 7号

土堀墓と溝が同時に，あるいは土欺墓の方が溝の構築された後に造

られたものであろう。しかしその時間的な差は少ない。

当土i廣墓の墓堀は長さ1.90m,幅60cm~
7号土壊墓

90cm,深さ 30cm~50cmで底は東の方がや

や低く，平面形は西半部がほぼ平行四辺形をなし，中央部から丸み

をもちながら南西の方へ広がって東側壁で終っている。墓堀の 4壁

はほぼ垂直の状態をなし，東側壁と南側壁の一部にかけては底より

約25cmの位置のところで長さ70cm,幅10cmの棚状の段を造って

いる。
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D 土塘墓群

E 土填墓群

8号土壊墓
当土堀幽は主軸を東西に有しているが，調

査しえたのは南半部のみで，北半部は，鋼矢

板に切断されていたため未識森であふ南半部から知りえた当土掘

募は長さ1.2m, 幅60cm前後，深さ 15cmを計り，底はほぼ平坦

である。詳細な観察は不可能であった。

9号土壊墓
9号土似墓は 8号土初墓によ って北側躯企

体を掘削されていたが，長さ1.5m余，幅90

cm,深さ20cmで平坦な底を示し，平面形は隅丸の長方形をなして

いる。

10号土墳墓
当土j}f器は，主軸を東西にとると推定され

るが，北半部は鋼矢板に切断されているため

詳細は不明である。調査しえた南半部のみについて記すと，東西1.5 

m,南北 90cm,深さ4.0cmの計測値をしめし，底の北隅の一部が

10cmばかり段状をなして 高まっているが，底の大部分は，平坦で

ある。三方の側壁，特に南壁は垂直に近い。

本土堀墓群は， 10号土堀器群の西 2mの位匿に主軸を北東から南

々西に取る11号と主軸を南から北にとる12号・ 13号土i瓜墓の 3払で

一群をなし， 11号の西へ lmの位置に12号土堀墓， さらに西へ 0.5

mの位壁に13号土i)ぶ器が12号土J尿器の南西角に接するかのごとく造

られている。

11号土壊茎
11号土堀墓は最大長1.90m, 1晟大幅1.10m

深さ0.12mを計り，土応墓上而に土器がみら

れ，平面形は隅丸の胴張りの長方形を呈し，底は平坦である。なお

柱根が 1本検出されたが，これは後に打ち込まれたものである。

本土抵盗は， 11号土J磁硲と並列するかのご
12号土壌墓

とく造られ，最大長1.64m,最大幅0.92m,

深さ0.16mを計るが，平而形は角に丸みをもたせた胴張りの三角形

を呈している。底は平坦である。

12号土躯塞の南西隅と本土凡墓の北東隅と
13号土壌墓

が接するかのように存在し，主軸は南から北

にとる。器脱南半分は鋼矢板に切断されていて詳細はわからない。

長さ 80cm以上，最大幅 85cm,深さ10cm,底の中央がやや凹んだ

状態である。平面形は，隅丸の胴張長方形である。

本土狐墓群は14号・ 15号・ 16号・ 17号土堀墓の 4基が順次切り合

って造られたもので， 最初南に 17号土痰募が 造られ，その後 16号
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F 土壊墓群

土』ぶ硲が，先の墓の北部を壊し，さらに15号土蜆・1,i墓が先と同様に北

部に造られ，最後に14号土恥墓が北に造られたことを物語ってい

る。しかし14号土琥墓の北半分は鋼矢板で切断されているため， 14

号土贈＇：墓の北にさらに土脱菜が連なる可能性もある。

本土賑墓は，主抽を北北西から南南東にと
14号土塘墓

る土妍睾で長さ 50cm以‘上，幅 60cm,深さ

10cmを計るが北半分は調査不可能であった。

本土狐墓は東から西に主軸をとる土脳墓で
15号土壊墓

あるが，中央部を14号土抵墓によって壊され

ている。本土既藻の残存部の寸法は長さ 1.0m, 幅70cm,深さ 20

cmで，平面形は不整の楕円形を呈している。底は平坦である。

本上昭器は主軸を北々西から南々東にとり
16号土壌墓

長さ 150cm以上，幅1.18m,深さ 30cmで底

は中央部が少し窪んでいる。平面形は不整形な隅丸長方形である。

11号土塘墓
主軸を北西から南東にとり，長さ1.20m以

上，幅 0.67m,深さ 10~20cm余を計る長方

形の硲J•以である。底は南東から北西へゆるやかに下っている。

本土賑墓群は， 17号土墓の西1.5mに位置する18号と， 19号・ 20

号土枷硲の 3焔で一群を形成している。そして18号は新しい土脳墓

であり， 19号は中間に， 20号はこの群の中でも古い土堀器である。

本土班蔑は主軸を南南西から北北東にと
18号土壌墓

り，長さ 88cm, 幅50cm,深さ 10cmを計

り平面形は胴張りの長方形で。底は北西から南東にかけてゆるや

かに下っている。硲狐の規模からすれば小人用の硲船と考えられ

る。

硲城の主軸を北東から南西にとり，長さ
19号土壊墓

1.20m以上，幅 1.08m，深さ 24~50cmを計

るが，南端部近くを鋼矢板で切断されていたため，詳細はわからな

い。底は北東から南西にむかってかなりつよく下っている。平面形

は胴張りの長方である。なおこの墓閲は20号土j}喜裕の南西の一辺を

切っている。

当土堀墓は主軸を北東から南西にとる墓救
20号土壊墓

で，長さ 1.0m以上，幅80cm, 深さ 25cm

を計り，底はほぽ平坦である。平面形は長方形をしているが，南西

部は19号土堀墓によって掘壊されていたため全容はわからない。
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G 土壊墓群

H 土壊墓群

1 土塘茎群

J土壊茎群

G~J土堀墓群は現在なお発掘中であり，詳細な位置関係・前後

関係は，まだ調査中であが，その存在位置と基数のみを記しておき

たしヽ。

本群は21号・ 22号・ 23号土堀墓の 3基からなり，もっとも新しく

造られた墓堀は， 22号・ 23号土堀墓を切っている21号土堀墓である

が， 22号と23号土堀墓間の新旧関係はわからない。なお23号土肱墓

は小児用の墓堀と考えられる。

本群は， 24号土堀墓 1基で 1群を形成すると推定される。平面形

は長方形で，主軸は北々西から南々東にとっている。墓堀の規模は

長さ約1.30m以上，幅約60cmである。

本群は25号土堀墓一基で形成すると思われる。蛇行しながら南流

する溝の底に，溝と平行して造られている。溝と同時期に掘られた

ものであろう。

本群は26号・ 27号土堀墓の 2基で一群を形成しているものと推定

される。いずれも南から北に主軸をとり，長方形の平面をなしてい

る。

最後に今回の調査，とくに方形周溝墓と土堀墓のあり方について

簡単な考察を加え，若千の問題を提起してみたい。今回の調査にお

いて検出された 5基の方形周溝墓のうち，埋葬施設を伴って発見さ

れたのは第2号方形周溝墓のみであった。その他のものは盛土及び

周溝は認め得ても，主体部たる埋葬施設の検出は出来なかった。し

たがって，方形周溝墓の基本的な形態を論ずることは極めて危険で

あるが，埋葬形態の一部を知り得た第 2号方形周灌墓より復元的に

考えるなら，第2号方形周溝墓の今回の調査範囲内に含まれた％程

度の部分にすでに少なくとも 5体の被葬者の存在が認められ，且つ

その時間的な差もある程度迄明らかになったことになる。また掘方

は相互に切り合っていることもあるが，庫接に棺本体を破壊してい

るものはなく，その計画性または規則性を想起させるものである。

この様な 5体埋葬を残りの％にも適用出来るとするなら，少なくと

も当方形周溝墓には10体以上の埋葬が想定され，且つ中心部にはさ

らにもう 1基以上の木棺墓（中心的被葬主体）の存在することをも推

定させるものである。この様な埋葬施設のあり方からみれば，上述

の規則性乃至計画性とあいまって極めて家族墓的なものであると云

えるであろう。このことは，前節で触れた土堀墓のグループ的なま

とまりと共に，さらに一層その色彩を強めていると考えている。
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上述の様な第2号方形周溝墓の形態が，他の周溝墓にまでいえる

か否かは今後の調査結果を待ちたいと思うが，瓜生堂遺跡において

も畿内の他遺跡の例にもれず，弥生時代中期には共同体成員間の隔

差が生じていたことを認めると共に，その差のいかなるものである

かを今後とも検討していきたいと考えている。しかしながら調査の

終了をみない現在，あまり早急な仮説の提示ばさしひかえたい。

さらにもう一つ付け加えておきたいことは，従来不明とされてい

た方形周溝墓の盛土（マウンド）の存在を確認し得たことである。

方形周溝墓が爆発的に発見されている最近，大阪府・安満遺跡，茨

城県・須和間遺跡の例からすでに盛土の可能性が示唆されていた

が，今回の 5基の方形周溝墓に於いて盛土の存在が確認されたこと

は，従来より問題となっていた埋葬施設の検出できない方形周溝墓

の本来の姿を想定することも可能になり，このことはさらに埋葬施

設を検出できないという問題に対して極めて決定的な解答を与え得

るものである。今後の方形周溝墓の調査に関しても，禎極的な資料

として考慮していかなくてはならないものとなるであろう。

＜中西靖人・今村道雄＞
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IV 出 土 遺 物

1. 弥生式土器
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第16図

今回の調査において出土した弥生式土器としては， 畿内第2様式

から， 第5様式の土器がある。 凪的にみると， 第3様式の土器が大

部分で約80,06,

討を要する。

壺に描かれた鹿

ついで第41泣式の土器が約109るあり， 第2様式と第

5i淡式は少数である。

第2様式の土器は， セットIll係はみられず， 実用的な必のみであ

る。 このことは， 既の方が， 壺に比ぺて，

の持続性が強いと考えてよいのだろうか。

第3様式から， 第4様式にかけては，

0-29)，壺の口縁などが出土しているが，

第4様式と第5梯式の屈位は，

位の時期的な流れも， 今後の問頌である。

第5様式の土器は，

などの数点である。
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より第3様式の時期まで

凹線のみをもつ鉢（図版三

この問の移行は今後の検

しかし， 第2様式から第4様式までが同 一包含）日であ

るため， 梯式間の接点を追求するのは困揺である。

1mもの間隔があり， その間の屈

クタキ目のある既（第18図）と高杯（第18図）
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盛的に多い第 3様式の土器は，形態・文様の種類も豊富である。

虚A(『弥生式土器集成』による）の口縁部だけをとりあげてみても 4

形態に分けることができる （河内市教育委員会『瓜生堂追跡』昭和41年

による） 。口緑端面には櫛描文やその他円形浮文などの緻密な反復

による文様が施されている。

壺Aの口縁部の 4形態を，今一度前掲芦［から抽出すると，

図(15)(16)ーロ頚部が屈斗状に開き， 口緑端が肥厚し， そして波

状文 ・節状文・凹線文・刻み目文あるいは無文と刷毛目整形をして

いる土器である。

図（17)~(21)ーロ類部が漏斗状に聞き， 口縁部において上方と下

-)jへ広く端lf.[iを作った土船である。製作方法は， まず下）jへ粘土僻

をつけて整形したもの， 上部に粘土伽をつけて益形し，端面に波状

文 ・簾状文・ 扇形文 ・斜格子文 ・刺突文， それに図 (20)の 円形浮

第18図 弥生時代後期の土器

文，図(19)の列点文など，装飾に重点を四く土器がある。

図(22)(23)ーロ類部が趾斗状に開き， 口縁部において上方に立ち

上らせ，受□状に製作した□縁端面に扇形文・簾状文 ・波状文 ・也l

線文 ・無文， それに図(22)の刻み目，列点文，図(23)の円形浮文を

置く土船である。

図(24)ーロ縁端部が下方に張り出し，

である。 口縁端面に凹線文を施し，

いている（摂沖の土器と考えられる）。

幅の広い装飾閣をもつ土船

その上に刻み目，

塁 1 1.Ij•O)櫛抽文の最盛期をうかがわせるが，

円形浮文を置

さらに胴部の文がj'」も合

わせて，河内の個性的な土器が第 3様式で一時に［）甘花した感じがす

る。その他，櫛描文や凹線文の間にヘラによる縦の線， 高杯の口縁

上端lhiに放射状のヘラによる線など，整形を兼ねての文様もみら

れる。

地域的にみると，

- 41 -

図(24)の犯の他に， 口頚部下のしまったところ
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2.石 器

に断面三角形の貼り付け凸帯をもつ完形の摂津の壺（図 4）， □縁

内円周に三角形の貼り付け突帯をもつ近江の土器が出土している。

胎土は，河内の土器には， 黒雲母・金雲母が含まれ，茶ないし

黒褐色を呈し，一見して他の地域との判別ができる。今回の調壺で

は，雲母を含まず，色も白っぽい土器や赤褐色の土器が含まれてお

り，これらの土器の製作された地域を追求すろ事も必要である。河

内の生駒山ろく地帯と，河内平坦部の土器の胎土の相迩は，藤井直

正氏が『河内考古学 3』で指摘されている。この胎土の比校研究と

共に，従来から櫛描の簾状文の櫛目原体が長く，幅の狭い文様を最

初と最後の接ぎ目もわからないように緻密に施文されているのが河

内の土器の特徴と言われているが，櫛目原体が短かく，幅の広い文

枯を施した遥（図 3)があり，同じ河内の内部でも施文による地域

性の追求も必要であろう。

本追跡の土器は，第 2様式から第 5様式にわたって，内外面とも

ヘラミガキが顕著で，質も堅緻なため光沢をもつ。また櫛描文の間

をヘラミガキしている。

絵画文のある上器が 2点出土している。その 1つは口頚部下に貼

け付け凹悩をもつ盗胴部にシカの絵が描かれているもので，角まで

表わしているのは珍しい（表紙カット•第16図）。

鉢（図30・第17図）は，内面に鳥が魚をくわえているような絵が描

かれてあり，胴下部から，底部にかけて 1個の穿孔がある。飾り物

として使用されたものか，単なる鉢か，用途は不明である。

以上，本遺跡出土の弥生式土器の概領を記したが，現在整理が完

了していないため，とくに完形に近い土器を表示してみた。今後，

これらの土器を整迎する中でいろいろ問題点が解明できると思う。

＜曽我恭子＞

本遺跡から出土した石製品には，工具としての石斧，武器として

の石鏃•石槍や，そのほか石庖丁・紡錘車，不定形の剥片石器など

がある。いずれも畿内第2様式～第4様式の遺物包含門から検出さ

れたものである。

調査面積にもよると考えられるが，その数は少ない。

大型蛤刃石斧 完形品は今回の調査では検出されていない。

（図版三五ー9)は，真半分に割れ，両面ともに大きく剥離し，刃部

には刃こぼれの後になお強く擦痕が残っている。側面にも何かをた

たいたとみられる痕跡が残っている。石斧として使用されなくなっ
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こ 壺 壺 壺 壺 細 頚壺 小型壺 力 メ 力 メ 力 メ

法
口縁径 欠損のため不明 欠損のため不明 23. 7 22.2 口頚部欠損のため不明 5.55 13.3 12.3 16.9 
器高（最大 36.1（現存値） 30.2（現存値） 43.8 40.3 15.1（現存値） "9. 9 23.1 15.9 14.5（現存値）

鼠
腹 径）径 28.4 23.6 27.8 30. 7 18.9 10.4 16.5 13.0 18.8 
(cm) 底 径 7. 7 6.7 6.6 6.9 4.9 3.95 5. 75 5.0 欠損のため不明

出土地区 30X24 3 LY 16 第2号方形周溝羹 3 PY 13 3 LY 22 3 P V25 3 LY 22 3 PY 11大Pit3 3PY7 

土器番号 4 3 5 6 7 14 10 ， ヽ
第19図

器 形 ・ロ縁欠損 ．頚部はまっすぐ立つ、 ・斜めにまっすぐ拡がった •太い円筒状の頚部に外反 ．欠損 •まっすぐ立っ類部に、内 ・ロ縁部は外反し、端面は ・ロ縁部逆くの字形に外反 ・わずかな至負部に斜めにひ
．頚部は斜めにひろがる 口頚部上半は欠損 頚部に外反した口縁、端面 する口縁をもち、端面は下 側に陵をもち斜めにひろが 矩形をなす し、内端は少し立ち上りを ろがる口縁で、立ち上りを

口
は下に折れ曲る。 に折れ曲る る。口縁をもつ端而は丸い 見せる もつ端面は矩形をなす

文 様 ・わずかにのこる口縁内側 ・否員部下に流状文 ・ロ縁端而、頷部に直線文 ・ロ縁端面に簾状文 ．頚部に簾状文のあとあり ・無文
にi皮状文 ．頚部に直線文 1条と簾状
．頚部下に断面三角形の貼 文

頚 り付け凸帯を 2本もつ
整 形 ・類部は縦方向に細かい刷 ・細かい刷毛目と指成形
（外） 毛且凸帯付近は横ナデ

口頚部の表面は風化し、

部 （内） •横ナデ ・指成形 内外とも整形は不明 ・ロ縁附近は横ナデ ・指成形 内外とも横ナデ 内外とも横ナデ 内外とも横ナデ
・ロ縁下は斜めに刷毛目

器 形 ・胴部が強くはり出しただ ・縦長のだ円形 ・胴部は丈高で、腰が低く ・球形に近い ・腰は強くはり出す •そろばん玉に近い ．肩からすぐひろがり、胴 ・なだらかにひろがるが、 ・球形に近い胴部、胴下半
円形 はり＼急に曲って聡部につ 部が1より出し、ほぼだ円形 あまり 胴部ははり出さずそ 部は欠損

肩
づく をなす のまま底部までつづく

文 様 ．屑から胴上半部にかけて ．肩部から斜めに箆で線を ．肩から胴上半部に至負部に ・肩部から胴上半部に頚部 ・扇形文と縦型の流水文 ・無文
刷毛目の上に直線文、波状 つけ、直線文 5帯 つづく簾状文 につづく簾状文、最後に扇 3組
文を交互に4条ずつ施して 形文 1条

胴 いる

整 形 ・胴上半部は縦方向に刷毛 ・胴下半部は横、斜めにヘ ・下向きの弓状をなしたヘ ・胴から底部にかけて、下 ・下半部横方向にヘラミガ ・指成形 ．肩から胴上半部は斜めに ・ロ縁すぐ下の肩部は横ナ ・横、斜めに叩き目
（外） 目、下半部は縦にヘラミガキ ラミガキ（ヘラミガキは 5 ラミガキ (6単位） 向きの弓状をなしたヘラミ キ ・下半部はヘラミガキ ヘラミガキ デ、その上から縦にヘラミ

単位に分かれる） ガキ ・下半部は底に向ってヘラ ガキ

.,.. 

鸞C

ミガキ

部 （外） •上半部は斜めに刷毛目 • 上半部は指成形 ・胴上半部は斜め横にヘラ ・胴上半部は指成形、斜め •上半部は粘上帯の梢み上 ・内、 不明 • 上半部ヘラ削り ・胴下半部はヘラミガキ •横方向に刷毛 目
下半部は荒いヘラ成形 ・下半部は細かい刷毛目 ミガキ の刷毛目 げで、 ヘラ成形

・下半部は縦にヘラミガキ ・胴下半部は刷毛目とヘラ
成形

・胴部からのヘラミガキで ・器面と同じ厚さ ・器面と同じ厚さで薄い ・底をヘラミガキしている ・底をヘラミガキしている ・底部の陸線は丸味をもつ ・器面と同じ厚さ。底をヘ 器面と同じ厚さ ．欠損のため不明

底 部
胴部の線がそのまま底部に ラミガキしている
つづく

・黙掲色 •黒樹色 •黒褐色 ・茶褐色 ・淡灰色と黒褐色 • 黒褐色 ・茶褐色 ・茶掲色 ・茶褐色

色 調
・内は灰褐色 （内）黒褐色 （内）黒樹色

胎 土 ．微粒含む • 0.1~0.5cmの砂粒含む • 0.1~0.5cmの砂粒含む • 0.1~0.5cmの砂粒少量含 • 0.1~0.3cmの砂粒含む • 0.1~0.2cmの砂粒少し含 • 0.1~0.3cmの砂粒含む • 0.1~0.2cmの砂粒含む • 0.1~0.5cmの砂粒含む
黒雲母 金雲母 む黒雲母 金雲母 む 黒雲母 黒雰母

質 精 精 精 精 精 精 粘 精 精

・胴下半部に煤附着 ・胴部中央に黒斑 ・胴部中ごろに黒斑 ・胴下半部から底部にかけ ・全而に煤附着 ・全面に煤附奢 ・ロ糸；わから胴にかけて黒斑
• 第 5 号方形周溝姦の供献 ・胴～底部にかけて煤附箸 ・胴下半部に煤附着 て細長い帯状の黒斑
土器 ・胴下半部に外から穿孔

備 考 • 第 2 号方形周溝姦の供献
土器



一
，
 

こ 無頚壺 無頚壺 台付無頚壺 | 把手付コップ 把手付コップ

法 口縁径 10.8 12.3 15.2 | 7. 7 10. 7 

鼠
器 一「E9’9】~· ] 14.3 18.2 16.6 5.65 5.15 
腹 径 14.85 20.4 17.8 

(cm) 底 径 5.4 6.1 9.5 3. 4.2 

出土地点 3 PP 10 3 P T25（溝内） 3 P U25 3 PF 24 3PY-11 

土器番号 27 26 25 31 32 

蓋

8

6

 

&
,
i
 

3 PF 24 

33 

j^↓卜‘- 鉢 鉢 水 淡

14.8 14.15 27.3 欠損のため不明

6.5 8. 7 15.5 17. 4(現存値）

15.5 19.0 

5.9 5.8 9.2 5.5 

3 LY 23 3 PY 13 30X 24 3 PT 25 

30 28 29 8 

力 メ 鉢

36.2 43.8 

61. 2 27. J 

41.5 46. 0 

10 0 8.5 

第2号方形周溝裕 第2号方形周溝幕

1 I 2 

器 形 1・短く外反する口縁 ・段上口樟をもち外 ・ロ縁は内）］向にの| ・ロ縁端而が斜めに| ・わずかに内弯する| 笠笠形の蓋 | ・直口の「1粒部でや • 11糸家釘翡ihi力（タト）jにI ・ 1:1稼端面が内に向 I.欠捐のため不IIJJ
をもち、 [1縁下に 2端面1よ矩形、内端面び端而は丸く終る肥厚 口繰部 ・ロ縁端1ま丸く終りや内弯する 横にわずかにのび、けて下方にのび丸く

孔 1対 2組 は丸い 内側に溝をもつ 丸く終る 終る

ロ 1 様| •口縁端面は丸い ・ロ緑下に 2孔 1対
文 を2組 ・ロ椋にナデによる • LI縁―ドに直線文を ・[I縁上端に系Illか<|. 2孔 1対 2組 I. I―l粒端1(riに刻み1-11 1・「l手桑―ドにWI線4本I.至月部下に列点文

・「l縁に刻み（部分 凹線 1本 施しているが 1周せ 不規則な刻み目
的） ず円周％で終ってい ・「l縁外側に簾状文

頸 1整
る 部分的に列点文になる

形 ・ロ緑の表面ハク り ・ロ稼端をヘラで成 ・系Illかしヽ 刷毛1-I、
・（外） のため不明 形 縦にヘラミガキ

部 1 （内） •横ナデ 内外とも横ナデ 内外とも横ナデ •細かい刷毛目 •横に刷毛目 ．刷毛目 l内外とも村ナy I l内外とも1げ T'I l 1!、]外とも横ナず

• 11綽部は外反し ． ・ロ緑端面を外側下
端部は外側下方に折 ・)jに折り曲げた投」・・
り曲っている。 ll希ぷ［」縁をもつ
内側は逆くの字型で
陵をもつ 、「1緑瑞部
は矩Ifク 1・ロ縁端面に簾状文

内側とも横ナデ I.横ナデ

器 形 I.ほぼ球形で胴が丸I・腰が強くはり出すI・球形に近い胴部
くはる

肩

胴

{fIi 

文

整

様 1・肩から胴の上半部 ・ロ縁下胴のはり出
に直線文 3条 し部分までから簾状

・文様の間をその上文と直線文波状文を
から横にヘラミガキ交互に2粂ずつ施す

形 ・文様の下から斜め ・胴下半部は縦方向

（外） にヘラミガキ、部分にヘラミガキ

的に強く線がはしる

（内） ・部分的に横方向に ・上半部は横に刷毛

ヘラミガキ 目その下から縦方向
・下半部はヘラ成形に刷毛目

・ロ縁下から凹線文

4本

・胴上半部は内外と
もに斜めに刷毛目、

その上に横にヘラミ

ガキ

・下半部は縦にヘラ

ミガキ

・コソプ状であるが・底部から斜めにな
盤形が充分でなく IFiだらかに拡がり縦位
はいびつである。まの把手（欠損）がつ
た把手の部分が欠4"1↓ < 
している

・縦にヘラミガキし

底部に近いところは
横にヘラミ ガキ

内外とも縦にヘラlj横に刷毛目、その
ミガキ 上から縦にヘラミカ‘

キ

・なだらかなカープ・胴上半部は垂直に ・斜めにひろがる
の椀形のIlf紐,i71-7・・1立ち、下半部は急に1胴―F半部は％欠机

曲って底部につづく

•「l縁下から流状文 ・凹線文の下段から
直線文、荒い流状文斜めにはしるヘラ文
・文様間を―文様の」・・様
からヘラミガキして
いる
・縦にヘラミガキ I・胴下半部から 1).5'ま I•横、斜めにヘラミ

でヘラミがキガ ガキ
・ロ縁下の横ナデの
上から斜めに細かい
刷毛目
・下半部は1氏方向に ・胴上半剖1よ横にヘ
ヘラミガキ ラミガキト半部は縦
•細かく斜めに細かにヘ ラミガキ
い刷毛目 ・きれいに研1計され

ている

・部分的に刷手目

・腰が低くくはりだ ・胴はあまりはり柑， ．胴上半部は斜めに
し、 1ll1折して）J.5:部にさずなだらかにひろ少し拡がりをもち腰
つづく、肩に横位のがり、そのまま底音IIで1jII折し てなだらか
把手をもつ につづく

に瓜部につづく

．屑から 111li1のはり出 ・櫛目lf,i1本が長く
すところまで簾状文 軋品のせ まい流；1大文 3
．把手に剌突―文 帯と扇形文

・文様ll!]をヘラミガ
キ
• Ji~] —F' I~ ltll 1;l: f針に ヘ
ラミガキ

.」・・半部指成形凹凸

が多い

・ド斗'':’i|;1よt黄、稲tに
刷毛目

・上半部は下向きの
弓状をなすヘラ ミガ

キ
・下半部は縦 1こヘラ

ミガキ

•横にヘラミガキ
・下半部は縦に刷毛
|」

．刷毛目と縦にヘラ

ミガキ

底

色

．％欠損 | ・指成形で底部をし ・スソまで拡がる短 .、円形をなさない • I氏をヘラミガキし| I ・胴部スソより1氏にI ．I氏部の陵は丸い | ．駁部はほとんど欠I 器Ifliと同じ/'/さで薄| . ~怜而と同じ }LJ_さで| . l:：十i（1iと同じ駆さで
部 I

めている い脚部をもつ端面は 言手の部分から） ている 向けて穿孔 (1個） ｝i[ い 薄い 薄い

・底はナデのあとあ 丸い横ナデ 部まで欠損か

り 内側は簾削りとナデ

・淡掲色 I.掲色 ・掲色 ・赤樹色 •黒褐色（赤茶・黒 ・ 黒褐色 ．悧色 •松｝色 •黒褐色 — 淡褐色 ・茶糾色 •黒褐色

調 1中核は赤褐色 内側は茶術色 がまざる） 内側は黒褐色 中核は樹色

胎 土 I i~な~.2cmの砂粒にか～0 .2cmの砂粒 l t 1~0.2cmの砂粒含 1 歪溢ぢ悶 3cmの砂粒 0.2cm砂粒少し含む 1 歪［、［閾、霊の砂粒 1 否t l~0 . 5cm の砂粒じ]J、 1~0.5cmの 9少粒 I t~ぶし02cmの砂粒 I合[、1~0.3cmの砂粒|含[、1~0.3cmの砂粒 1含［、〔虚よ霊の砂粒

質 精

・胴部中頃から底部

にかけて黒斑

精 精 米骨 精緻 精緻 精緻 ャ
rl
米 床t II 

4

、_
,i
 

9
k’
 

舟 rJ
 
布

備 考

・円板充填法 1・ロ縁部の一部に黒 ・内外ともヘラミガ
・胴部と脚部ス‘ノに斑 キで選択をもっ
黒斑

．穿孔の上に絵圃文 ・胴中頃から底部に 第5号方形周溝墓 ・胴―ド半部から底音1:1・カメ棺
（拓本） Iかけて炉斑 I f共献土器 I Iこかけて糾斑

・カメ棺の蓋



こ 高 杯 高 杯 不
↓

^
1
 

高 高 杯

法 1口縁径
器高

量

(cm) I脚部裾径

30.35 

24.3 

17.85 

27.1 

24.5 

15.2 

22.8 
16.4（現存値）

欠損のため不明

17.4 

12.2 

10.1 

出土地区

土器番号

3,p F24 

13 

30Y24 

12 

3 P B24 

11 

5BW 5 

第19図

器 形 1 ・直口の口縁で少し内弯し 1•水平にひろげた口縁に内 •水平にひろげた口縁に内 I ・曲折して（接ぎ目で）斜
ている 端は内方に貼り付けの凸帯端は内方に丸い凸帯をもちめに拡がる口縁をもち、端

をもつ端面は矩形をなす 外端は下に長く折れ曲る 面は丸く終る

杯，
文様 ・ロ縁端面円周にヘラ文様

整 形・細かな横、斜めのヘラミ
（外） ガキ

部

・ロ縁端は横方向にヘラミ ・ロ縁に近いところは横ナ
ガキ 1デ杯の下半部はヘラミガキ
．杯部は縦にヘラミガキ

（内），：門髯、｛猛匹攣 I,：卜とも横方向にヘラミI五墨ナデの上に縦にヘラミ I・ヘラミガキ

器

脚 ，
文

形 1 ・柱状部は中空であるが下 ・脚部は中空でス‘ノまでなI・柱状部は中空で、下半部
面をふさいでいる だらかにひろがり端面は肥は急に拡がる
・ス‘ノ端面は肥厚して鋭利厚する ・ス‘ノ欠損
な先端をもつ

様 ・スソ端面上に凹線文 1本

整

部

形 ・脚部縦に細かなヘラミガ ・脚からスソまでヘラミガ1・縦にヘラミガキ
（外）キ キ端面はナデ
・スソは内外ともナデ 脚

（内） ．柱状部をふさぐため粒土 ・しぼり目のあとあり I.しぼり目のあとあり
をのばしたあとあり ・下半部は横にヘラミガキ
・部分的に横方向に刷毛目 ・スソはナデ

•上からスソまでなだらか
に斜めに拡がる
・ス‘ノ端面は充分整形され
ていない
・中頃に 2孔1対（近接し
ている） 2組
・スソ端面に凹線

•細かく縦方向にヘラミガ
キ

・スソは横ナデ

・ヘラミガキで茶褐色化し ．灰褐色 ・茶褐色、部分的に赤茶、 1 ・灰褐色

色 調
ている 黒色がまじる

胎 土 ．微粒 • 0.1~0.2cmの砂粒含む • 0.1~0.3cmの砂粒含む • 0.1~0.2cmの砂粒含む
黒雲母

質

| •内板充填法精 I.円板充填法精 I.内板充填法精
精

•第 5 号方形周溝墓の供献

備 考 ＇
，土器



たのちも，他の目的で使用されたものと考えられる。

柱状片刃石斧 長さ9cmのえぐり入柱状片刃石斧である。えぐり

のある側の刃部は，たてに薄く剥離している。 （図版三五•g)

扁平片刃石斧 典型的な扁平片刃石斧ではなく，刃部側はかなり

丸味をもつものである。 （図版三五 •8)

環状石斧 ほぼ2分の 1を欠失している。穿孔は両面からおこな

われているが，普通両面から穿孔した場合にみられる，孔の中間部

分の陵は明確でない。

刃部には刃こぼれがみられ，擦痕はすべて中心部に向かってい

る。 （図版三五・ 10)

石庖丁 型態的に分類すれば，すべて半月態を呈するものである

が，幅が広く短いもの，幅が狭まく身の長いものがあり，刃部も外

弯するもの直線のもの，内弯するものとがある。

刃部に著しい刃こぼれの認められるものには，刃部と反対の背の

側にも損傷がみられる。単に穂つみ具として使用しただけでは，こ

うした損傷はみられないはずであり，別の用途を考えるべきかもし

れない。 （図版三四・ 1~8) 

大型石庖丁三角形の大型の石庖丁の破片が2点検出されてい

る。他の石庖丁にくらべて，刃部の損傷はほとんど認められない。

（図版三四 •9)

石鏃 型態としては，凸基，凹基，尖基，柳葉形などがあり，長

さも2.9cmから， 6.6cmの大型のものまである。（図版三三・ 1~7) 

石槍 完形品は検出されていないが，身巾が広く厚みの薄いもの

と．身巾が狭まく，太いものとが認められる。前者は極めてたんね

んな剥離によって整型されているが，後者は荒い剥離によって整形

されている。

いずれも全体の長さは不明であり，仕上げの方法や型態が，用途

によって異なるものなのか，時期差としてとらえるべきなのかにつ

いても不明である。 （図版三三• 8~12) 

磨製石剣 身の中央に鏑をもつ鉄剣形の石剣である。完形品はな

く，検出したものはいずれも折れた部分を再研磨していて，二次的

に他の目的で使用されたと考えられる。 （図版三四・ 10.11)

石錐 ねじきりとして使用されたと考えられる断面が三角形のも
．．．． 

のと，形は石會沢に近いもみきりとがある。先端あるいは側面に使用

痕とみられる磨めつがみられるが．形の上からだけで従来石鏃とさ
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れて来たものの内には，その使用痕を明らかにすることによって，

石錐となるものもあると考えられる。 （図版三三・ 13.14)

砥石 図版三五・ 12は目の荒い砂岩であり，両面ともによく朋滅

している。

図版三五・ 11はやや小形のものであるが，ややきめの細い砂岩で

3. 木 製 品

ある。石質によって砥石を使いわけていたかどうかについては，今

後の検討を待たねばならない問誼である。

不定形剥片石器 すべてサヌカイトの剥片の縁にチッピングを施

したりしただけの石器であるが，刃部がかなり麿滅していて掻器と

して使用されたとみられるものや，尖頭器として使用されたと考え

られるものもある。

各地の弥生時代の遺跡から，こうした不定形の剥片石器がかなり

出土することはよく知られているが，今後これらの用途を明らかに

するためには，その使用痕を詳細に検討しなければならないであ

ろう。 （図版三三・ 15~21)

紡錘車 石製品と土製品とがある。石製品はすべて邸製で，石庖

丁の二次加工品もある。土製品はすべて土器片を二次加工したもの

で，本来壺であったもの，すすが付着し甕であったと考えられるも

のなどがある。 （図版三三． 1~6) ＜白井美紀子＞

昭和41年に行なわれた第二寝屋川開削工事に伴う C地点の調査で

は，鍬．鋤・鉢・竪杵などの木器が出土している。

今回の調査においても予想通り約40点の木器，数十点の建築用材，

数百点にのぽる自然木が出土している。木器の約半数は農耕具であ

り，ほかは容器・エ具・用途不明品などである，これらのものは，

いずれも弥生中期の恩より出土しており，保存状態はかなり良い。

鍬 鍬は近年各地の遺跡で続々と出土しており，多くの種頻があ

ることが明らかにされている。本造跡からも 5種類のものが出土し

ている（鍬に関しては，突起の面を表とし，もう一方を裏とする）。

扶鍬 （図版三六・ 10)長さ 26.?cm, 1幅は欠振していて，不明で

あるが孔の位置から約8cmと推定できる。表は頭部よりが約3cm隆

起して刃先に向かってゆるやかに傾斜し，先端は約 8mmになって

いる。隆起の部分には直径3.5cm,裂面に対して約70° の傾斜の孔

が穿たれている。表は孔から刃部までがかなり摩滅しており，整形

時のけずり目はほとんど確認出来ない。それに比らべて裏面はあま

り摩滅していない。
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丸鍬（図版三六．4)柄が挿入されたままの状態で出土している。

着柄は約55° の鋭角で，握部が鍬身から約 31cmまで残存してい

る。柄の頭は表より約1.3cm突き出ておりかなり摩滅している。鍬

身の形は他追跡出土のものとは多少違い，長さ 15.6cm,幅21.4cm

の小型，しかも丸みを帯びた方形をしている。しかし木目が鍬身の

左右に走る木取の仕方からみると，使用方法は，他の丸鍬と同様で

あろう。刃は木司に直交する両側のみにつけられている。

鍬（図版三六・ 2) 最大幅17cm, 長さ約20cm。鍬身の½が 3 本の

歯から成っており，頭部が弯曲している。厚さは， 3cm~2cmで表

がすこしふくらみをもっている。ふくらみの部分には直径約2.7cm

の柄を直角に挿着するための孔が穿ってある。

広鍬（図版三六． 3)頭部が狭く，船形突起部分がせり出して上端

となるやや特異な形の鍬である。孔は頭部の端一杯に穿ってあり，

他の鍬に比して大きい。直径約4.5cm前後のかなり太い柄が55°の鋭

角に挿入されていたのではないかと思われ。又残存している部分の

厚さからみると，刃部はかなり薄くなるようである。型は大中の湖

南遺跡出土の頭部の狭い広鍬に類似しているので広鍬の一種とした

が，半分焼失しているため決定的ではない。他の遺跡では広鍬の出

土例がもっとも多いが，本追跡ではほかに柄の挿入してある舟形突

起が一点出土しているのみで，未成品らしきものも見当らない。

鋤（図版三六．7)鍬は全部で10点出土しているが形を成している

ものが少なく，ほとんどが破片で出土しているため，今のところ形

式の確認が出米るのは 2種類のみである。

1. 一本作りの踏み鋤で，柄は 75.8cmの丁字形である。鋤身の

先端がかなり欠損しているため全長は不明であるが，残存部から推

定すると約110cmになる。この鋤はかなり使用されたらしく鋤身の

いたみがひどい。とくに右の部分は側面の原形を留めないほどに，

又左の部分は表面が摩滅し相当うすくなっている。

2. 丈の短かいスコッフ゜状の鋤である。かなり胴蝕しており，原

形は明確ではない。この種の鋤はほかにそれらしきものが2点出土

している。

田下駄（図版三六． 5)ほかに農耕具に関するものとして田下駄 2

点がある。

1. 縦233cm,横10.cm,厚さ 1.2cmの長方形で四孔が穿ってあ

る。これは原木から下駄の輪郭をとり，孔を穿っただけのものであ
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工 具

その他

る。全体に腐蝕しているため使用痕は明らかでない。

2. 縦19.5cm,横10.6cm,厚さ0.8cm前後の長方形である， 1と

は長さが多少違うが，孔の間隔はほとんど同じである。これは完成

品であり，使用によって表而がなめらかになっている。

以上が農耕具に関するものである。今のところ木器の材質鑑定が

なされていないので正確なことは言えないが，‘鍬・鋤はカシ類に属

する材を使用していると思われる。田下駄の材は不明であるが， 2 

点はそれぞれ異なった材を使用している。

太型蛤刃石斧の柄（図版三六• 6)長さ58cmで石斧の挿着部の断面

は二辺がやや丸味をもった三角である。 3辺のうちの扁平な面を石

ノミで穿孔しかけた未成品である。側面と握り部は，刃幅約1.2cm

の鋭利なノミで比較的ていねいに加工しているが，扁平な面はやや

刃幅の広いノミで大まかに加工している。握り部の端は叩き切った

状態である。挿着部の幅が約8cmであるからこの明が完成すると，

断面の短径が6cm前後の石斧が挿入されるのであろう。

槽（図版三七）縦43.5cm,横20.2cm,高さ13.7cm,底側面の厚さ

は3cm前後で，断面が凹状のものである。内面は，刃幅が20cm前

後のものと1cm前後の二種のエ具を使用して細かく削っている。底

は両側にはすこし窪みをつけている。外面は大まかに削ったあと研

磨したのではないかと思われるほど滑らかになっている。故意に加

工したものか，それとも使用によるものであろうか。

用途不明の木器（図版三八）

l． 半円形で，直線の長さ 46.3cm,直線から曲線までの最長が

24.6cm,厚さ2.8cmで， 3cmの孔を穿ってある。両面とも曲線側が

面取りしてあるだけでほとんど加工の跡が見られない。孔は両面か

ら荒らく押打して穿っている。二而のうち一面には幅約 1cm,深さ

3mmの溝状の窒みが見られる。 これは刃物で加工した状態ではな

く，使用による靡滅かどうかも明砲でない。他の一面は乾燥により

ひどくひび割れている。この木器は形態は鍬に類似しているが材質

が鍬とは異なるので，異なる田途を考える必要がある。

そのほかに薄い板が10点あり，そのうちの 1点には両面に朱を塗

ったものがある。

その他本遺跡から出土している木製品には，高杯の脚部，杯部の

破片，形態は不明であるが容器の底と推定されるものなどがある

が，詳細は次の機会を待って報告したい。 ＜大西真由美＞
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V まとめ 今回の調杏は，巾 5mの下水道留梨築造工事予定地に限られたた

め，検出した遺梢のうちには必ずしも性格が明らかでないものも含

まれているが，弥生時代中期だけでなく，弥生時代後期，古墳時代

前期～後期，奈良～平安時代の各時代にわたって辿構や追物を検出

した。従来の調査結果とも合せわて，この地域には，弥生11し代前期

から歴史時代に至るまで引続き集落の営なまれたことが明らかであ

る。

歴史時代の遺構としては， 3 OR24で検出した掘立柱建物をあげ

得るのみであるが，瓦器等を含む包含屈はほぼ全域に存在し，周辺

の水田・畑にも散布がみられる。南に存在する巨摩廃寺との関連を

も含めて，今後集落の怯格や規模について充分な検討が加えられる

べきであろう。

古墳時代に屈する追構としては 3P I 24で検出した 6世紀の井戸

や3P Yl9で検出した 5世紀のビット， 3P Yl5で検出した土器辟

等をあげることができる。集落のあり方等については，今後の検討

を待たねばならない。

弥生時代後期の遺構としては3PY7で検出した栂などがあるのみ

で，その他調査地域西端5BW5で高杯などを検出したにとどま

る。弥生時代中期に比べて造構も少なく，出土遥物もわずかであ

り，今回の調査結果からはその集落のあり方を知ることのできる資

料はほとんどない。今後周辺の調査結果にまたねばならない問題で

あろう。

弥生時代中期の造構としては，多くのビット・溝のほか，方形周

溝墓•土f巖墓等を検出した。

ピットの内には柱根を残し，住居跡と推定されるものもあるが，

調査範囲が限られたため，ほとんどその性格を明確にすることはで

きない。

大小の溝についても同様のことが言えるのであって，集習の周辺

を周ると推定されるものや，方形周溝翠尉と土堀墓群を画すると推

定されるものもあるが，かならずしも今回の調査結果からだけでは

断言は出来ない。

方形周溝墓は 5基検出したが，いずれもかなりの盛土をもつもの

であり，方形周溝墓本来の姿が明らかとなったものとして極めて重

要なものである。

5基の方形周溝墓の内，埋葬主体を検出したものは 1基のみであ
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_1 

ったが，木棺募1.壺棺墓4を同一盛土中から検出し，家誤迄とし

ての性格がよくうかがわれるものであった。

盛土肩部と溝中からは供献されたと考えられる土器を［＇：出した

が，土器供献のあり方も一様でなかったことが明らかである。方形

周溝墓群の西方には， 総数20基以上にのぼる土堀墓群を検出して

いる。

これらの方形周祁墓や土堀翡がどのような広がりをもつらのであ

るかは不明であるが，集蕗の西端近くに一定の墓域が設けられてい

たことは明らかであろう。

方形周溝墓と土購墓の被葬者については，盛土をもつ塙とそうで

ないものの差，木棺とそうでないものとの差を，どのよう！こ考える

か今後充分検討を加えねばならないであろう。

今回の調査によって各所で自然の流路を検出したが，内に合まれ

る追物によって，北から南に次第に流賂が変っていることが殿］らか

である。

河内平野には古く茂本にも分かれて大和川が流入していたことは

よく知られている。これらの川が形成した自然堤防上に，点々と弥

生時代の追跡が存在するが，川筋によって，はたしてこれらの追跡

が1グループとしてのまとまりをもつものとしてとらえられるのか

どうかについても，今後各追跡の追物その他を充分検討して行かね

ばならないであろう。

弥生時代中期の遺物としては，土器・石僻・木器・自然造物その

他多くのものがあるが，その多くは追構上面を裂っていた『色砂四

の包含屈中から検出したものである。

この包含胴には畿内第 2様式～第 4様式の土器を含んでいて，屈

位的な分離は不可能である。

第2様式の土器と認められるものとしては，壺が多く壺その他は

ほとんど認められない。このことから，一応第2様式として分けた

土器が，はたして様式としてとらえられるかどうかについては，今

後の検討を待ちたい。第3様式の段階に至ってもなお襄のみは古い

形式を残しているとも考えられるからである。

さらに検出した多くの土器には，瓜生棠で製作された以外の土器

が多く含まれており，今後これらの土菩を詳細に検討することによ

って瓜生堂造跡と他の遺跡との関連はもちろん，河内平野における

瓜生堂遺跡の位置づけについて重大な問四が提起されるであろう。
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石器については，検出したものは少ないが，この遺跡全体の傾向

を示すものであるかどうかについては不明である。

石庖丁のうち，刃部に大きく刃こぼれの認められるものには，反

対側の肩部にも何かでたたいた状態の損耗が認められ，穂つみ具以

外の目的で使用された疑のあることが池上追跡の出土例から指摘

されているが，この瓜生堂追跡出土例にもかなりそれが認められ

る。

木器はエ具としての石斧柄や，耕具としての鋤．鍬・容器として

の高杯その他，各地の遺跡で発見されている一通りの遺物が出土し

ている。

これらの木器からは，第3様式～第 4様式時における生活内容，

特に水田経営のあり方は，前期のそれとほとんど変りのないもので

あったと推定される。

水田跡については，今回の調査では明らかにし得なかった。さら

に追跡の西端および北端はほぼ明らかにし得たが，南あるいは東に

どの程度の広がりをもつものであるか等については今後の調査を待

たねばならないであろう。

自然追物としては，鹿・猪・シジミ等の動物性のものと，ヒョウ

タン・モモ・ウリ等の植物性のものとがある。

その他花粉分折資料も各屈位毎に採集しているが，これらについ

てはそれぞれの専門家に依頼しており，その結果を待ちたいと思

勺

つ。

＜田代克己＞
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